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イ
ン
バ
ウ
ン
ド
増
や
物
価
高 

国
内
旅
行
に
は
ど
う
影
響
？

 

『
じ
ゃ
ら
ん
観
光
国
内
宿
泊
旅
行
調
査
』

は
、
昨
年
度（
今
回
は
２
０
２
４
年
４
月

〜
２
０
２
５
年
３
月
）
の
１
年
間
に
行
わ

れ
た
国
内
の
宿
泊
旅
行
に
つ
い
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
観
点
か
ら
実
態
を
調
べ
る
調
査
。

日
本
人
に
よ
る
国
内
旅
行
の
現
在
を
デ
ー

タ
で
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
特
徴
だ
。

　

昨
年
度
は
、
訪
日
旅
行
者
数
が
コ
ロ
ナ

禍
前
を
超
え
て
過
去
最
高
を
記
録
、
彼
ら

が
円
安
を
背
景
に
積
極
的
な
消
費
行
動
を

取
る
一
方
で
、
国
内
で
は
米
の
価
格
高
騰

を
は
じ
め
と
す
る
物
価
高
に
悩
ま
さ
れ
た

１
年
だ
っ
た
。
そ
ん
な
中
で
日
本
人
は
ど

ん
な
旅
行
を
し
て
い
た
の
か
。「
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
」「
物
価
高
」
な
ど
気
に
な
る
キ
ー

ワ
ー
ド
も
踏
ま
え
つ
つ
読
み
解
い
て
い
く
。

　

な
お
、
本
調
査
で
は
前
年
度
か
ら
調
査

方
法
を
変
更
し
た
た
め
長
期
に
わ
た
る
比

較
は
で
き
な
い
が
、
前
年
度
か
ら
の
変
化

に
つ
い
て
は
し
っ
か
り
確
認
し
つ
つ
、性
・

年
代
別
な
ど
詳
細
な
特
徴
も
可
能
な
限
り

詳
し
く
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

調査概要
調査名 じゃらん観光国内宿泊旅行調査2025

調査内容 昨年度１年間に実施したすべての宿泊旅行（出
張・帰省・修学旅行などを除く）の行き先と回
数について、また１人最大３件までの個別宿
泊旅行について、具体的な内容を調査した。

調査方法 インターネットによる調査

調査時期 2025年4月1日（火）～22日（火）

サンプル数 15,586件（旅行件数ベース30,016件）

集計・
分析手法

はじめに2024年10月1日現在の人口速報集計
（総務省統計局発表）および1次調査結果を用
いて、全国の宿泊旅行者の母集団を推計した。
次に、2次調査の集計・分析にあたり、推計さ
れた宿泊旅行者の母集団における都道府県
別、性・年代別構成比に基づいてウェイトバッ
クを行い、構成比のずれを補正している。

物
価
高
は
？
訪
日
客
増
は
ど
う
影
響
？

じ
ゃ
ら
ん

観
光
国
内
宿
泊
旅
行
調
査
２
０
２
５

　

日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
の
み
な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
読
者
の
み

な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
そ
し
て
私
た
ち
に
知

恵
を
提
供
し
て
く
れ
る
す
べ
て
の
み
な
さ
ま
に

あ
り
が
と
う
、
と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て
、こ
の
名
前
を
つ
け
ま
し
た
。ち
な
み
に
、じ
ゃ

ら
ん「jalan

」
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
、「
道
」「
プ

ロ
セ
ス
」
の
意
味
で
す
。「jalan  jalan

」
で
、「
散

歩
す
る
」「
ブ
ラ
ブ
ラ
出
か
け
る
」「
旅
行
す
る
」

な
ど
の
意
味
に
な
り
ま
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で

「
あ
り
が
と
う
」の
意
。

と
ー
り
ま
か
し

心を動かす、
日本を元気にする
観光・レジャーのプロデューサー
応援情報誌
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2025
過去最高を記録したインバウンドに旅行業界の意識が向きがちな中、

日本人による国内旅行にはどのような傾向が見られたのだろうか？昨年度の１年間に行われた宿泊旅行について
広範囲なアンケートで探る『じゃらん観光国内宿泊旅行調査』の結果について、

数多くの客観的なデータを紹介しつつ分析していく。

 じゃらん観光
国内宿泊旅行調査

2025

物価高は？
訪日客増はどう影響？

イラスト＝武曽宏幸

3 September  2025



若
年
女
性
は
６
割
が
旅
行
を
実
施 

ミ
ド
ル
層
は
独
身
・
夫
婦
層
で
減

　

２
０
２
４
年
度
の
１
年
間
に
一
度
で
も

国
内
宿
泊
旅
行
を
実
施
し
た
人
の
割
合
を

示
す「
宿
泊
旅
行
実
施
率
」は
49
・
３
％
と

前
年
度
と
ほ
ぼ
同
水
準
。
性
・
年
代
別
に

見
る
と
18
〜
29
歳
女
性
の
実
施
率
が
高
く
、

唯
一
６
割
を
超
え
た（
表
１
）。
宿
泊
旅
行

を
実
施
し
た
人
に
よ
る「
平
均
旅
行
回
数
」

も
全
体
で
２
・
76
回
と
ほ
ぼ
横
ば
い
。
た

だ
し
18
〜
29
歳
男
性
で
は
年
３
・
44
回
と

多
く
、
前
年
度
か
ら
の
増
加
幅
も
大
き
い

（
表
２
）。
こ
れ
ら
の
値
と
、
１
回
の
旅
行

あ
た
り
の
平
均
宿
泊
数
１
・
74
泊
か
ら
推

計
で
き
る
延
べ
宿
泊
旅
行
者
数
は
１
億
２

７
７
５
万
人
回
と
な
り
、前
年
度
か
ら
２
・

２
％
の
微
減
と
な
っ
た（
表
３
）。

　

各
年
代
の
旅
行
者
の
割
合
で
は
、
18
〜

29
歳
が
最
も
高
く
21
・
５
％
。
一
方
で
30

代
〜
40
代
の
シ
ェ
ア
は
低
下（
図
１
）。
な

お
、
よ
り
詳
細
な
分
析
か
ら
は
、
こ
の
年

代
で
は
主
に
独
身
・
夫
婦
層
の
実
施
率
低

下
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

実
施
率
は
49
・
3
％
と
前
年
度
と
同
水
準

年
代
別
で
は
30
代
～
40
代
の
旅
行
が
減
少

実
施
率
、
旅
行
回
数
に
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、

30
代
〜
40
代
で
は
独
身
・
夫
婦
層
を
中
心
に
実
施
率
が
低
下
。

全
体
と
し
て
は
「
国
内
旅
行
を
実
施
し
た
人
」
は
や
や
減
少
し
た
。

調査結果 推計値
A B C D A×B A×B×C A×B×C×D

人口
（万人）

宿泊旅行
実施率
（％）

宿泊旅行
実施者の年間平均

旅行回数（回）

宿泊旅行実施者の
１回の旅行あたり
平均宿泊数（泊）

実
宿泊旅行者数

（万人）

延べ
宿泊旅行者数
（万人回）

延べ
宿泊数

（万人泊）
2024年度 全国 18～79歳 男女 9,382 49.3 2.76 1.74 4,623 12,775 22,308 
2023年度 全国 18～79歳 男女 9,427 49.5 2.8 1.74 4,670 13,060 22,739
2024年度 18～29歳 男性 770 52.2 3.44 1.79 402 1,384 2,477 
性・年代別 女性 726 62.7 2.99 1.68 455 1,360 2,285 

30代 男性 680 49.9 2.47 1.69 339 838 1,417 
女性 647 54.5 2.45 1.60 353 864 1,383 

40代 男性 831 46.2 2.68 1.63 384 1,029 1,678 
女性 807 48.3 2.37 1.59 390 925 1,471 

50代 男性 919 45.5 2.83 1.74 418 1,183 2,059 
女性 909 42.9 2.73 1.72 390 1,065 1,832 

60代 男性 730 47.4 3.12 1.90 346 1,078 2,049 
女性 755 48.7 2.82 1.82 367 1,036 1,886 

70代 男性 744 50.4 2.69 1.96 375 1,009 1,978 
女性 865 46.6 2.49 1.79 403 1,003 1,796 

表3　延べ宿泊旅行者数の推計方法 ※推計値の算出は四捨五入していない実データで行っている　※基となる人口データは、各年度10月1日現在の人口推計

実施率（％）

2024年度 2023年度 前年度との差
（ポイント）

全体 49.3 49.5 -0.2
18～29歳 男性 52.2 55.7 -3.5

女性 62.7 63.6 -0.9
30代 男性 49.9 53.3 -3.4

女性 54.5 57.1 -2.6
40代 男性 46.2 48.4 -2.2

女性 48.3 49.5 -1.2
50代 男性 45.5 42.5 3.0

女性 42.9 43.8 -0.9
60代 男性 47.4 50.2 -2.8

女性 48.7 48.1 0.6
70代 男性 50.4 45.4 5.0

女性 46.6 42.3 4.3

表1　宿泊旅行実施率（性・年代別）

年間平均旅行回数（回）

2024年度 2023年度 前年度との差
（ポイント）

全体 2.76 2.80 -0.04
18～29歳 男性 3.44 3.19 0.25

女性 2.99 3.00 -0.01
30代 男性 2.47 2.67 -0.20

女性 2.45 2.57 -0.12
40代 男性 2.68 2.60 0.08

女性 2.37 2.49 -0.12
50代 男性 2.83 2.77 0.06

女性 2.73 2.67 0.06
60代 男性 3.12 3.23 -0.11

女性 2.82 2.85 -0.03
70代 男性 2.69 2.87 -0.18

女性 2.49 2.62 -0.13

表2　宿泊旅行実施者の年間平均旅行回数（性・年代別）

旅行
実施状況

2,744万人（21.5%） 1,703万人（13.3%） 1,954万人（15.3%） 2,248万人（17.6%） 2,114万人（16.6%） 2,012万人（15.8%）
838万人
（6.6%）

1,384万人
（10.8%）

1,360万人
（10.6%）

925万人
（7.2%）

1,029万人
（8.1%）

864万人
（6.8%）

1,065万人
（8.3%）

1,036万人
（8.1%）

1,003万人
（7.9%）

1,183万人
（9.3%）

1,078万人
（8.4%）

1,009万人
（7.9%）

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000（万人）

2,746万人（21.0%） 1,938万人（14.8%） 2,102万人（16.1%）
976万人
（7.5%）

1,382万人
（10.6%）

1,025万人
（7.8%）

1,077万人
（8.2%）

962万人
（7.4%）

1,042万人
（8.0%）

1,034万人
（7.9%）

972万人
（7.4%）

1,061万人
（8.1%）

1,182万人
（9.1%）

981万人
（7.5%）

2,103万人（16.1%） 2,216万人（17.0%） 1,953万人（15.0%）
1,364万人
（10.4%）

23年度

24年度

6,522万人（51.0%） 6,254万人（49.0%）

男性 女性

図1　延べ宿泊旅行者数の構成（推計値） 

年齢比&男女比 18～29歳 30代 40代

24年度男女比

50代 70代60代

※推計値の算出は四捨五入していない実データで行っているため、合計値が異なる場合がある
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2025

18
〜
29
歳
、
50
代
の
男
性
で
は 

３
割
弱
が
ひ
と
り
旅

　

誰
と
旅
行
に
行
っ
た
か
を
示
す「
同
行

者
」（
図
２
）
で
最
も
多
か
っ
た
の
は「
夫

婦
２
人
で
の
旅
行
」で
25
・
６
％
。
次
い
で

「
ひ
と
り
旅
」「
友
人
と
の
旅
行
」
が
続
い

た
。
前
年
度
と
比
べ
て
増
加
し
た
の
は
、

「
ひ
と
り
旅
」と「
３
世
代
家
族
旅
行
」。
一

方
、「
そ
の
他
の
家
族
旅
行
」（
成
人
し
た
子

と
親
の
旅
行
、兄
弟
姉
妹
で
の
旅
行
な
ど
）

は
前
年
度
と
比
べ
て
４
・
２
ポ
イ
ン
ト
減

少
し
た
。

　

性
・
年
代
別
に
見
る
と
、
男
性
で
は「
ひ

と
り
旅
」
の
割
合
が
高
く
、
と
く
に
18
〜

29
歳
男
性
と
50
代
男
性
で
は
３
割
弱
を
占

め
る
。
旅
行
実
施
率
の
高
い
18
〜
29
歳
の

女
性
で
は「
恋
人
と
の
旅
行
」
や「
友
人
と

の
旅
行
」
が
多
く
、
複
数
人
で
行
く
旅
行

が
好
ま
れ
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
た
。
そ

の
他
、
30
代
〜
40
代
で
は
男
女
と
も「
小

学
生
以
下
連
れ
親
子
旅
行
」、60
代
以
上
で

は「
夫
婦
２
人
で
の
旅
行
」が
多
く
、
ま
た

70
代
の
女
性
で
は「
友
人
と
の
旅
行
」
が

多
い
な
ど
年
代
ご
と
に
特
色
が
あ
る
。

ひ
と
り
旅
の
約
半
数
が
素
泊
ま
り 

若
年
層
か
ら
上
の
世
代
に
も
広
が
る

　

宿
泊
旅
行
に
使
わ
れ
た
施
設
タ
イ
プ
は
、

最
も
多
い
順
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
、
リ

ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
、
旅
館
の
順（
表
４
）。
一

次
交
通（
出
発
地
か
ら
旅
先
の
地
域
ま
で

の
間
で
使
用
し
た
交
通
手
段
）
は
自
家
用

車
が
最
多
だ
が
、
前
年
度
と
の
比
較
で
は

１
・
５
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
い
る（
表
５
）。　

　

宿
泊
タ
イ
プ（
図
３
）
で
最
も
多
い
の

は「
１
泊
２
食
付
き
」
で
全
体
の
41
・
４

％
。
た
だ
し
性
・
年
代
別
で
見
る
と
、
70

代
で
は
男
女
と
も
に
６
割
近
く
が
１
泊
２

食
付
き
を
選
ん
で
い
る
一
方
で
、
18
〜
29

歳
で
は
男
性
の
３
割
強
、
女
性
の
４
割
強

が
素
泊
ま
り
を
選
ぶ
な
ど
、
年
代
に
よ
る

差
が
目
立
つ
。
同
行
者
別
に
見
る
と
、
ひ

と
り
旅
の
半
数
近
く
が
素
泊
ま
り
で
あ
る

ほ
か
、「
恋
人
と
の
旅
行
」「
友
人
と
の
旅

行
」で
も
３
割
強
が
素
泊
ま
り
。い
ず
れ
も

18
〜
29
歳
に
多
い
同
行
形
態
で
あ
り
、
同

行
形
態
と
宿
泊
タ
イ
プ
を
合
わ
せ
た
若
年

1.717.914.012.638.310.1

2.410.96.96.552.53.314.2

12.919.18.539.92.612.5

2.310.18.74.82.342.74.223.7

10.918.96.28.83.229.65.715.1

2.17.16.04.69.59.626.56.727.7

7.68.58.311.927.915.25.713.5

2.06.43.35.39.326.614.17.724.8

10.08.69.133.316.67.612.2

1.78.33.96.12.430.513.28.525.0

図2　宿泊旅行の同行者（性・年代別） ※ベース：延べ宿泊旅行件数

22.111.56.42.57.912.023.612.1

23年度 全体

24年度 全体

1.2

0.7

0.4

0.5

0.4

0.2

1.3

26.4 21.4 9.4 8.7 3.2 4.9 4.9 18.3 2.4

その他

15.9 8.9 24.9 11.9 3.7 5.5 13.9 12.6 1.7

18.0 8.6 25.6 12.0 4.6 6.9 9.7 12.2 1.7

18〜
29歳

男性

女性

30代 男性

女性

40代 男性

女性

50代 男性

女性

60代 男性

女性

70代 男性

女性

0.8

50
代
男
性
の
約
3
割
が
ひ
と
り
旅

ひ
と
り
旅
の
約
半
数
は
素
泊
ま
り

男
性
に
多
い
ひ
と
り
旅
は
若
年
層
か
ら
50
代
に
拡
大
。

宿
泊
タ
イ
プ
で
は
シ
ニ
ア
層
を
中
心
に
１
泊
２
食
付
き
が
多
い
が

50
代
以
上
の
素
泊
ま
り
も
増
え
つ
つ
あ
る
。

旅行
スタイル

ひとり旅 恋人との
旅行

夫婦２人
での旅行

小学生以下連れ
親子旅行

中高生連れ
親子旅行

3世代
家族旅行

その他の
家族旅行

友人との
旅行

職場やサークル
など団体旅行

1.6
0.2

1.5 0.7

0.3

0.4

0.7

0.5
1.0

0.6

1.0 1.3 1.3
0.9

0.7

1.3 0.8 0.6

1.3

2.7

2
0
2
4
年
度　

性
・
年
代
別
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層
の
旅
の
特
徴
と
見
る
こ
と
も
で
き
そ
う

だ
。
た
だ
し
、
前
年
度
と
の
比
較
で
は
、
50

代
以
上
の
世
代
で
も
総
じ
て
素
泊
ま
り
が

増
え
て
い
る
点
に
は
注
目
し
た
い
。

食
、
温
泉
、
宿
の
ト
ッ
プ
３
は
不
動	

若
年
層
は
イ
ベ
ン
ト
・
推
し
活
旅
も

　

旅
行
の
目
的（
図
４
）
に
つ
い
て
は「
地

元
の
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
る
」「
温
泉
や

露
天
風
呂
に
入
る
」「
宿
を
楽
し
む
」
の
ト

ッ
プ
３
を
は
じ
め
、
前
年
度
か
ら
大
き
な

変
化
は
な
い
。性
・
年
代
別
に
見
る
と
、
60

代
以
上
の
シ
ニ
ア
層
で
は
温
泉
、
名
所
・

旧
跡
、
ま
ち
あ
る
き
の
ほ
か
、
今
年
度
調

査
か
ら
新
設
し
た「
歴
史
文
化
を
楽
し
む
」

の
比
率
も
高
か
っ
た
。
一
方
、
40
代
以
下

の
層
で
は
テ
ー
マ
パ
ー
ク
な
ど
観
光
施
設

系
が
目
的
と
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
宿
そ
の
も
の
を
目
的
と

す
る
旅
も
多
い
。

　

ま
た
、
全
体
で
は
ト
ッ
プ
10
に
入
ら
な

か
っ
た
も
の
の
、
18
〜
29
歳
で
は「
ス
ポ

ー
ツ
観
戦
や
芸
能
鑑
賞
を
す
る
」
も
男
女

双
方
で
１
割
近
く
を
占
め
る
。
18
〜
29
歳

女
性
で
は「
趣
味
を
満
喫
、
推
し
活
を
す

る
」
も
存
在
感
を
見
せ
て
い
る
。

表4	利用した宿泊施設のタイプ
	 トップ3（単一回答）

ビジネスホテル 26.0% 

リゾートホテル 22.4% 

旅館 19.1% 

1

2

3

表5	目的地に着くまでに利用した
	 主な交通手段トップ3（単一回答）

自家用車 40.0% 

新幹線・特急列車 22.6% 

日本航空や全日空の飛行機 15.2% 

1

2

3

同
行
者
別

ひとり旅

恋人との旅行

夫婦２人での旅行

小学生以下連れ親子旅行

中高生連れ親子旅行

３世代家族旅行

その他の家族旅行

友人との旅行

団体旅行

0.1 

0.3 

0.1 

0.0 

-

0.4 

0.1 

0.2 

0.3 

31.427.337.2

19.029.949.1

19.030.546.4

24.131.340.4

15.221.260.6

25.426.347.4

33.425.638.5

17.922.956.8

2.0

3.8

1.9

4.0

4.2

2.6

0.8

2.4

2.1

47.134.116.8

図3　宿泊タイプ（単一回答）
※ベース:「知人宅/車中泊・船中泊・列車泊/キャンプ・キャンピングカー/その他」以外の回答者

0（%） 20 40 60 80 100

24年度全体

23年度全体

性
・
年
代
別

18～29歳 男性

女性

30代 男性

女性

40代 男性

女性

50代 男性

女性

60代 男性

女性

70代 男性

女性

1泊朝食付き

0.1

0.1

41.4 28.9 27.1

42.1 29.3 26.5

1泊2食付き 素泊まり その他1泊夕食付き

2.0

2.5

32.77.927.631.8

41.925.029.0

25.828.242.0

32.227.638.3

25.632.039.3

30.731.536.0

29.532.036.6

30.430.737.9

21.631.645.3

20.829.248.5

14.926.657.5

14.025.559.5

3.9

4.0

1.6

3.0

1.6

1.8

0.9

1.3

1.3

0.4

0.8

-

0.2 

0.0

0.1

0.0

0.2

0.1

0.1

0.0

0.2

0.6

0.2

図4　宿泊旅行の目的（複数回答）

地元の
美味しいもの

を食べる

温泉や
露天風呂に

入る
宿を楽しむ 名所、旧跡を

めぐる

まちあるき、
都市散策
をする

テーマパーク
（遊園地、動物園、
博物館など）に行く

歴史文化を
楽しむ（※）

花見や
紅葉などの

自然にふれる

友人・親戚を
訪ねる

ショッピング
センターや

アウトレットに行く

24年度全体 45.2 35.7 34.2 23.4 18.7 15.7 11.8 10.0 9.7 8.0
23年度全体 45.3 36.3 34.1 24.5 18.7 16.2 - 10.7 9.5 8.1
18～29歳 男性 43.2 30.1 38.2 21.2 15.0 18.2 9.7 11.4 7.7 11.8

女性 42.6 26.6 35.6 14.8 15.4 19.6 5.6 8.3 8.8 10.0
30代 男性 46.9 37.4 41.7 18.0 13.8 21.0 7.9 10.9 7.4 11.2

女性 44.5 31.5 36.6 16.4 16.2 28.0 6.5 8.4 10.0 8.2
40代 男性 44.7 36.2 38.7 21.6 18.1 19.2 10.7 7.9 8.0 9.5

女性 44.2 33.2 34.9 18.7 19.0 22.2 9.0 7.7 9.0 8.1
50代 男性 47.6 33.0 31.8 26.3 19.6 11.3 12.4 8.2 8.9 7.5

女性 48.5 35.7 32.1 25.6 22.9 11.1 11.6 9.9 10.5 7.5
60代 男性 46.6 41.3 29.4 27.9 19.7 8.5 15.7 8.6 10.7 5.7

女性 47.6 40.1 33.8 28.6 24.6 12.0 15.6 12.8 10.4 6.6
70代 男性 42.0 43.8 29.4 32.2 18.0 8.6 18.4 10.8 12.9 5.3

女性 44.5 42.6 29.3 30.3 21.8 9.7 19.7 15.2 12.1 4.5
■全体より5ポイント以上高い項目　■全体より3ポイント以上高い項目　※今回新設した項目

（単位：%）
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世
の
中
全
体
の
物
価
高
の
影
響
か 

現
地
消
費
は
全
体
的
に
上
昇

　

宿
泊
費
、
交
通
費
、
買
い
物
や
食
事
な

ど
の
現
地
消
費
、
パ
ッ
ク
旅
行
の
場
合
の

パ
ッ
ク
費（
宿
泊
費
、
交
通
費
等
を
合
わ

せ
た
も
の
）に
つ
い
て
、２
０
２
４
年
度
に

実
施
さ
れ
た
す
べ
て
の
国
内
宿
泊
旅
行
分

を
積
み
上
げ
た
費
用
の
総
額
は
８
兆
１
８

６
７
億
円（
図
５
）。
宿
泊
旅
行
の
実
施
率

は
前
年
度
か
ら
伸
び
な
か
っ
た
も
の
の
、

市
場
規
模
は
３
％
ほ
ど
拡
大
す
る
形
と
な

っ
た
。
参
考
値
で
は
あ
る
が
、
総
額
と
し

て
は
コ
ロ
ナ
前
の
２
０
１
９
年
度
と
ほ
ぼ

同
水
準
に
戻
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

市
場
拡
大
の
理
由
は
旅
行
費
用
全
体
の

上
昇
だ
。
ま
ず
現
地
消
費
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、「
観
光
施
設
に
行
く
、
遊
ぶ
」「
そ
の

他
の
体
験
・
観
光
」を
除
く
項
目
す
べ
て
で

平
均
金
額
が
前
年
度
よ
り
上
昇
し
て
い
る
。

と
く
に
値
上
が
り
幅
が
大
き
い
の
が
、「
エ

リ
ア
間
や
各
エ
リ
ア
内
の
移
動
」
と「
ス

ポ
ー
ツ
観
戦
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
祭
り
」
で
、

い
ず
れ
も
１
０
０
０
円
前
後
上
昇
。
世
の

中
全
体
の
価
格
上
昇
を
背
景
と
し
た
交
通

費
や
チ
ケ
ッ
ト
代
の
値
上
げ
に
よ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る（
表
６
）。　

ち
な
み
に
、そ

れ
ぞ
れ
の
消
費
行
動
の
実
施
率
に
つ
い
て

は
性
・
年
代
別
で
一
定
の
傾
向
が
見
ら
れ

る
。「
直
売
所
な
ど
で
買
い
物
を
す
る
」

「
朝
食
を
食
べ
る
」「
昼
食
を
食
べ
る
」「
夕

食
を
食
べ
る
」
な
ど
で
は
、
総
じ
て
男
性

図5　宿泊旅行にかけられた費用総額
0（%） 20 40 60 80 100

宿泊旅行に
かけられた費用の
総額

個人旅行と
パック旅行の
内訳

費目別の
内訳

個人旅行   
7兆2,721億円（88.8%）

パック旅行
9,146億円
（11.2%）

宿泊費
2兆2,954億円（28.0%）

交通費
1兆8,143億円（22.2%）

現地消費
3兆4,730億円（42.4%）

パック費
6,040億円
（7.4%）

8兆1,867億円（100.0％）

表6　現地消費の詳細（複数回答）

旅行中に
おこなった 
すべての

行動
（％）

そのうち、宿泊プラン・ツアー以外で
おこなった消費行動

（現地での追加消費行動）（％）
参考：

2023年度の
平均金額
（円）

追加消費額
推計

（億円）

追加
消費額の
差（億円） 

24－
23年度

平均回数
（回）

平均金額
（円）

直売所などで
買い物をする 57.7 57.1 － 7,060 6,830 5,149 5,149 -0

エリア間や、
各エリア内の移動 － 75.6 － 12,220 11,280 11,798 11,798 498

朝食を食べる 69.5 27.4 1.8 1,590 1,410 1,043 

11,692 

137

昼食を食べる 71.9 66.8 2.0 2,180 2,040 3,834 96

喫茶・スイーツを
食べる 31.9 30.5 1.8 1,520 1,370 1,088 7

夕食を食べる 74.7 49.7 1.9 4,110 4,020 4,979 -39

バーなどで
お酒を飲む 7.4 6.5 1.4 5,760 5,200 748 60

各種体験
プログラムに参加 10.3 8.1 1.5 4,150 3,780 542 

5,922

13

観光施設に行く、
遊ぶ 24.5 20.2 1.5 6,050 6,060 2,162 -129

スポーツ・
アウトドアを楽しむ 9.4 5.8 1.8 7,120 6,980 772 15

健康・美容（立ち寄り
温泉、エステ・マッサージ） 7.4 6.3 1.5 2,470 2,290 285 14

スポーツ観戦
コンサート、祭り 11.7 9.3 1.4 9,650 8,600 1,603 270

その他の
体験・観光 9.7 7.8 1.8 3,420 3,550 557 -61

何も実施しなかった 3.0 3.4 

体
験
・
観
光

飲
食

移
動

買
い
物

346百億円
総額

9百億円
総額

宿
・
交
通
費
等
単
価
ア
ッ
プ
の
影
響
か

国
内
旅
行
の
市
場
規
模
は
８
兆
円
を
突
破

全
体
で
は
前
年
度
比
で
約
３
％
の
拡
大
と
な
っ
た
国
内
旅
行
市
場
。

宿
泊
に
お
金
を
か
け
る
シ
ニ
ア
層
、
現
地
で
の
体
験
重
視
の
若
年
男
子
な
ど

性
・
年
代
別
、
同
行
者
別
の
お
金
の
使
い
方
に
も
注
目
し
た
い
。

消費額
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よ
り
女
性
、
若
年
層
よ
り
シ
ニ
ア
層
の
実

施
率
が
高
い
。
全
体
の
実
施
率
が
最
も
高

い
の
は「
夕
食
を
食
べ
る
」（
74
・
７
％
）だ

が
、
18
〜
29
歳
男
性
で
は
６
割
程
度
。
背

景
に
は
、
夕
食
を
ビ
ー
ル
と
つ
ま
み
程
度

で
軽
く
済
ま
せ
る
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
変
化
も
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
ん
な
18
〜
29
歳
男
性
が
他
の
層
と
比
べ

て
よ
く
実
施
し
て
い
る
の
が「
各
種
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
」
や「
ス
ポ
ー
ツ
観

戦
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
祭
り
」。
後
者
に
つ
い

て
は
18
〜
29
歳
女
性
で
も
実
施
率
が
高
く
、

前
項
の「
旅
の
目
的
」
の
傾
向
と
も
一
致

す
る
。

宿
＋
交
通
費
の
高
い
シ
ニ
ア
層 

現
地
消
費
額
の
高
い
若
年
男
性

　

１
回
の
宿
泊
旅
行
に
か
け
ら
れ
た
費
用

（
大
人
１
人
あ
た
り
）
の
平
均
は
６
万
４
１

０
０
円
。
宿
＋
交
通
費
、
現
地
消
費
、
個

人
旅
行
１
泊
あ
た
り
の
宿
泊
費
と
い
ず
れ

も
上
昇
し
て
い
る（
図
６
）。

　

性
・
年
代
別
に
見
る
と
、
宿
＋
交
通
費

が
60
代
以
上
で
高
く
、
い
ず
れ
も
平
均
で

４
万
円
を
超
え
て
い
る
。
現
地
消
費
が
高

い
の
は
18
〜
29
歳
男
性
で
、
１
回
の
旅
行

あ
た
り
３
万
円
を
超
え
た
が
、
そ
の
中
身

が
主
に「
体
験
」
で
あ
る
こ
と
は
前
述
の

通
り
だ
。
旅
行
総
額
で
見
る
と
最
も
高
い

の
は
70
代
女
性
。
全
体
に
60
代
以
上
で
は

宿
＋
交
通
費
が
高
く
総
額
を
押
し
上
げ
る

形
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
１
泊
２

食
付
き
の
旅
が
多
く
１
泊
あ
た
り
の
宿
泊

費
が
高
い
こ
と
に
加
え
、
旅
行
１
回
あ
た

り
の
宿
泊
数
が
多
め
で
あ
る
こ
と
も
影
響

し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

　

同
行
者
別
の
費
用
を
見
る
と
、「
小
学
生

以
下
連
れ
親
子
旅
行
」
の
総
額
が
他
と
比

べ
て
一
段
階
低
く
、
前
年
度（
５
万
５
０

０
０
円
）と
ほ
ぼ
同
水
準
。
性
・
年
代
別
に

見
る
と
30
代
〜
40
代
の
旅
行
総
額
が
比
較

的
低
い
こ
と
と
も
符
合
す
る
。
中
で
も
と

く
に
低
い
の
が
個
人
旅
行
の
交
通
費
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
若
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
が
近

宿泊旅行
総額

個人旅行
1泊あたりの
宿泊費

2024年度 全体 64,100円 13,600円

2023年度 全体 60,600円 12,800円

性
・
年
代
別

18～29歳 男性 64,400円 11,300円

女性 61,800円 12,800円

30代 男性 60,500円 13,200円

女性 60,900円 14,200円

40代 男性 58,600円 12,300円

女性 61,000円 14,100円

50代 男性 61,700円 12,100円

女性 62,400円 13,300円

60代 男性 69,200円 14,200円

女性 66,600円 15,300円

70代 男性 69,500円 15,200円

女性 72,000円 15,600円

0

図6　１回の宿泊旅行にかけられた費用（大人１人あたり）
20,000 40,000 60,000（円）

37,000円 27,100円

34,800円 25,800円

33,100円 27,400円

33,100円 28,700円

31,600円 27,000円

34,400円 26,600円

34,000円 27,700円

37,500円 24,900円

41,600円 27,600円

41,300円 25,300円

44,600円 24,900円

47,300円 24,700円

32,500円 31,900円

33,700円 27,200円

宿＋交通費 現地消費

同
行
者

ひとり旅 63,400円 8,800円

恋人との旅行 64,100円 14,200円

夫婦２人
での旅行 68,800円 15,300円

小学生以下連れ
親子旅行 55,300円 13,500円

中高生連れ
親子旅行 63,300円 13,100円

3世代
家族旅行 60,400円 16,600円

その他の
家族旅行 62,600円 15,600円

友人との
旅行 66,600円 12,700円

団体旅行 63,300円 14,500円

42,500円 26,300円

34,300円 29,800円

33,800円 29,500円

35,300円 25,100円

38,100円 24,500円

36,800円 29,800円

40,500円 22,800円

35,300円 28,100円

29,800円 25,500円
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場
で
旅
行
を
す
る
な
ど
し
て
旅
行
費
用
を

抑
え
よ
う
と
し
て
い
る
傾
向
も
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
る
。

１
泊
あ
た
り
の
宿
泊
費
も 

ほ
と
ん
ど
の
都
道
府
県
で
上
昇

　

地
域
ご
と
の
価
格
上
昇
傾
向
を
見
る
た

め
に
、
都
道
府
県
別
に
か
け
ら
れ
た
費
用

に
つ
い
て
も
確
認
し
た（
表
７
）。

　

旅
行
総
額
が
最
も
高
い
の
は
沖
縄
県
で

12
万
４
３
０
０
円
。
１
泊
あ
た
り
の
宿
泊

費
を
見
る
と
と
く
に
突
出
し
た
値
で
は
な

い
こ
と
か
ら
、
総
額
の
高
さ
に
は
現
地
ま

で
の
交
通
費
や
滞
在
日
数
の
長
さ
が
影
響

し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
現
地
消
費

額
の
高
さ
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
人
が
実

施
し
て
い
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
な
ど
の
費

用
も
関
係
し
て
い
そ
う
だ
。

　

一
方
、
旅
行
総
額
が
最
も
低
い
の
は
茨

城
県
で
３
万
７
２
０
０
円
。
理
由
と
し
て

は
、
首
都
圏
か
ら
の
旅
行
者
が
多
く
交
通

費
が
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
も

考
え
ら
れ
る
。

　

宿
泊
費
用
に
限
っ
て
見
て
み
る
と
、
個

人
旅
行
１
泊
あ
た
り
の
平
均
値
が
最
も
高

い
の
が
千
葉
県
で
１
万
８
５
０
０
円
、
低

い
の
は
埼
玉
県
で
の
９
４
０
０
円
だ
っ
た
。

全
体
に
、
東
京
都
や
大
阪
府
な
ど
の
大
都

市
圏
で
は
宿
泊
施
設
の
価
格
帯
も
広
い
た

め
平
均
値
は
低
く
な
る
傾
向
に
あ
る
一
方
、

温
泉
旅
館
や
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
な
ど
の
宿

泊
施
設
が
多
い
地
域
で
は
宿
泊
単
価
が
高

く
な
る
傾
向
に
あ
る
。全
体
で
見
る
と
、前

年
度
と
の
差
額
は
８
０
０
円
の
増
加
。
岩

手
県
や
山
形
県
な
ど
一
部
で
減
少
し
て
い

た
以
外
は
、
全
国
的
に
増
加
傾
向
。
中
に

は
２
０
０
０
円
〜
３
０
０
０
円
台
の
増
加

と
な
っ
た
県
も
あ
り
、
価
格
上
昇
に
よ
る

旅
行
控
え
が
起
こ
ら
な
い
か
等
、
注
視
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

宿泊旅行の費用 個人旅行1泊あたり宿泊費
総額 宿＋交通費 現地消費 24年度 23年度 差額

24年度 全体 64,100 37,000 27,100 13,600 12,800 800

北海道 90,100 51,500 38,600 12,600 11,900 700

青森県 73,100 44,600 28,500 11,400 10,800 600

岩手県 58,200 36,400 21,800 12,400 13,600 -1,200

宮城県 51,300 29,500 21,800 12,700 12,200 500

秋田県 67,100 43,900 23,200 11,600 12,500 -900

山形県 50,600 30,100 20,500 12,300 14,200 -1,900

福島県 43,900 25,800 18,100 12,800 12,800 0

栃木県 42,200 26,200 16,000 15,500 14,700 800

群馬県 39,900 26,200 13,700 15,200 14,400 800

茨城県 37,200 22,000 15,200 11,600 10,200 1,400

埼玉県 45,500 25,400 20,100 9,400 8,900 500

千葉県 69,700 38,500 31,200 18,500 15,800 2,700

東京都 75,900 41,000 34,900 12,000 10,800 1,200

神奈川県 54,400 32,600 21,800 14,900 14,700 200

山梨県 46,500 27,400 19,100 13,900 12,800 1,100

長野県 52,300 31,500 20,800 13,000 13,100 -100

新潟県 56,000 34,800 21,200 12,900 12,900 0

富山県 58,700 36,200 22,500 12,400 10,800 1,600

石川県 61,400 36,500 24,900 13,700 13,600 100

福井県 53,500 32,700 20,800 15,900 15,200 700

静岡県 45,600 28,200 17,400 16,300 14,900 1,400

岐阜県 46,700 29,300 17,400 15,700 13,400 2,300

愛知県 55,400 29,600 25,800 11,100 9,900 1,200

三重県 53,800 31,700 22,100 16,600 15,100 1,500

滋賀県 57,000 33,500 23,500 13,100 11,900 1,200

京都府 75,100 40,600 34,500 14,900 13,400 1,500

大阪府 69,900 35,200 34,700 10,500 10,500 0

兵庫県 54,800 32,400 22,400 16,000 15,600 400

奈良県 59,900 35,200 24,700 12,500 11,700 800

和歌山県 48,900 29,100 19,800 14,400 14,300 100

鳥取県 48,600 30,700 17,900 13,400 12,200 1,200

島根県 67,000 42,900 24,100 13,300 13,500 -200

岡山県 55,500 32,700 22,800 11,500 10,300 1,200

広島県 59,700 35,100 24,600 11,800 11,000 800

山口県 54,100 37,200 16,900 14,600 13,800 800

徳島県 56,500 35,900 20,600 16,300 12,900 3,400

香川県 51,400 30,500 20,900 11,200 10,700 500

愛媛県 56,100 33,500 22,600 12,000 13,700 -1,700

高知県 65,000 35,300 29,700 10,700 11,600 -900

福岡県 68,400 36,400 32,000 9,700 9,700 0

佐賀県 49,400 30,600 18,800 14,900 14,600 300

長崎県 71,500 41,900 29,600 14,600 13,800 800

熊本県 58,500 33,200 25,300 14,000 12,600 1,400

大分県 57,900 35,900 22,000 16,900 14,300 2,600

宮崎県 65,600 39,600 26,000 10,400 10,100 300

鹿児島県 79,500 47,400 32,100 11,200 11,900 -700

沖縄県 124,300 73,200 51,100 14,200 13,400 800

表7　宿泊先都道府県別 1回の国内宿泊旅行にかかった費用（大人1人当たり） （単位：円）
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有
名
観
光
地
以
外
の
地
域
で
の	

旅
行
者
増
が
目
立
っ
た
１
年

　

旅
行
者
数
の
上
位
６
位
ま
で
は
前
年
度

と
同
じ（
表
８
）だ
が
、
旅
行
者
数
は
北
海

道
、
長
野
県
は
増
加
し
、
大
阪
府
、
千
葉

県
、
京
都
府
で
は
減
少
。
増
加
率
で
は
茨

城
県
、
岡
山
県
、
新
潟
県
、
岩
手
県
が
圏

外
か
ら
ラ
ン
ク
イ
ン
し（
表
９
）、
そ
の
結

果
、
増
加
数
で
も
こ
れ
ら
の
県
が
ト
ッ
プ

10
入
り
し
た（
表
10
）。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
人

気
も
高
い
有
名
観
光
府
県
で
旅
行
者
数
が

減
り
、
総
数
で
は
多
く
は
な
い
地
域
で
旅

行
者
数
が
伸
び
た
と
い
う
結
果
は
、
観
光

客
の
地
方
分
散
が
進
ん
だ
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

に
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
単
位
で
の
増
減（
表
11
）
で

も
、
関
東
、
関
西
な
ど
旅
行
者
の
多
い
旅

先
が
減
少
傾
向
で
、
と
く
に
関
東
↓
関
東

の
減
少
幅
が
大
き
い
。
首
都
圏
か
ら
の
近

場
旅
行
が
日
帰
り
化
し
た
可
能
性
が
あ
る

が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
増
え
て
い
た
近

場
旅
が
も
と
に
戻
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

総
合
満
足
度
で
は
、
前
年
度
ト
ッ
プ
10

圏
外
か
ら
大
躍
進
し
た
香
川
県
が
１
位
に

（
表
12
）。
観
光
地
と
し
て
は
規
模
の
大
き

な
地
域
で
は
な
い
が
、「
食
」や「
子
供
が
楽

し
め
る
ス
ポ
ッ
ト
」へ
の
高
い
評
価
を
背
景

に
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
満
足
度
の
向
上
と
、

来
訪
者
の
地
域
志
向
の
高
ま
り
に
よ
っ
て

総
合
満
足
度
を
上
げ
た
と
考
え
ら
れ
る
。　

た
だ
し
、
総
合
満
足
度
の
全
体
平
均
は
前

年
度
よ
り
下
が
っ
て
い
て
、
ト
ッ
プ
10
圏

内
で
も
ス
コ
ア
を
落
と
し
て
い
る
県
が
あ

る
の
は
気
に
な
る
と
こ
ろ
。
こ
の
点
に
つ

い
て
は
Ｐ
12
以
降
で
改
め
て
検
討
す
る
。

表12	総合的な満足度の高い
	 都道府県ランキング
全体平均（前年度85.8％） 84.1%	
1 香川県 91.3%
2 沖縄県 89.4　
3 長崎県 88.9　
4 石川県 88.5　
5 鳥取県 88.0　
5 熊本県 88.0　
5 大分県 88.0　
8 山梨県 87.0　
8 三重県 87.0　
8 鹿児島県 87.0　

位第

表8	 都道府県別の延べ宿泊旅行者数
	 トップ10（推計値）

第 位

都道府県 延べ宿泊
旅行者数 増減数

1 東京都 1154万人 （7万人）
2 北海道 951万人 （29万人）
3 大阪府 766万人 （-34万人）
4 神奈川県 670万人 （-1万人）
5 静岡県 624万人 （-23万人）
6 千葉県 553万人 （-48万人）
7 長野県 547万人 （41万人）
8 京都府 518万人 （-28万人）
9 兵庫県 492万人 （13万人）
10 沖縄県 475万人 （-1万人）

表10	宿泊旅行者数増加数トップ10（推計値）

第 位

都道府県 2023年度→2024年度
増加数

1 長野県 41万人
2 北海道 29万人
3 新潟県 24万人
4 茨城県 18万人
5 岩手県 15万人
5 岡山県 15万人
7 兵庫県 13万人
8 富山県 9万人
9 奈良県 8万人
10 東京都 7万人
10 福井県 7万人
10 高知県 7万人

表9	宿泊旅行者数増加率トップ10（推計値）

第 位

都道府県 2023年度→2024年度
増加率

1 茨城県 14.2%
2 岡山県 10.0%
3 新潟県 9.4%
4 岩手県 8.7%
5 長野県 8.2%
6 高知県 6.2%
7 富山県 6.0%
8 福井県 5.8%
9 奈良県 5.7%
10 北海道 3.1%

※ブロック別増減 ■-100万人以上

表11　23→24年度		居住ブロック別にみた宿泊先ブロック別の延べ旅行者数の増減数

居
住
ブ
ロ
ッ
ク

（
23
年
度
と
の
差
）

宿泊先ブロック

北海道 東北 関東 甲信越・
北陸 東海 関西 中四国 九州 沖縄

24年度 全体 951 1216 3330 1581 1501 2259 1300 1501 475 
23年度 全体 922 1218 3397 1566 1544 2324 1320 1560 476 
24年度−23年度 29 -2 -66 16 -44 -65 -20 -59 -1 
北海道 9 4 19 -11 -2 -3 2 7 0 
東北 2 -38 4 0 2 1 7 8 3 
関東 16 73 -107 32 6 28 -33 -9 -7 
甲信越・北陸 -4 -2 -14 19 13 4 15 2 -1 
東海 8 -16 -16 -25 -16 -28 -2 -29 0 
関西 -3 -14 28 -4 -23 -52 5 -29 1 
中四国 -2 -7 5 -2 -11 -1 -42 10 7 
九州 2 1 4 6 -13 -29 24 -26 -4 
沖縄 0 -3 10 1 1 16 4 6 0 

総
合
満
足
度
１
位
は
香
川
県

全
体
に
旅
行
の
分
散
化
が
進
む

旅
行
者
数
ト
ッ
プ
10
に
は
大
き
な
変
化
は
な
い
が
、

有
名
観
光
地
域
へ
の
旅
行
者
数
は
減
少
＝
国
内
旅
行
は
分
散
化
。

そ
の
中
で
全
体
の
満
足
度
を
ど
う
上
げ
る
か
が
課
題
と
な
り
そ
う
だ
。

ランキング

都道府県別

（単位：万人回）

10



表13　項目別に見た評価の高い都道府県ランキング

地元ならではの
美味しい食べ物があった

「カツオ」人気の高知県がトップ
高知県は回答者の約4割が「カツオのたたき」を
挙げるなどご当地食のイメージが確立。2位の
長崎県は「ちゃんぽん」「佐世保バーガー」「皿う
どん」、3位の山形県は「米沢牛」のほか「芋煮」
など多様な郷土料理で評価された。

第 位

全体平均 67.1  %
1 高知県 82.6 %
2 長崎県 80.5 
3 山形県 79.8 
4 広島県 78.4 
5 北海道 77.5 
6 石川県 77.1 
7 香川県 76.3 
8 熊本県 76.0 
9 大分県 74.7 
10 宮城県 74.6 

魅力のある特産品や
土産物があった

食品＋工芸品で注目される沖縄県
1位の沖縄県は「ちんすこう」「紅芋タルト」などの
菓子類に加え「海ぶどう」「もずく」「マンゴー」な
どの作物、「シーサー」「琉球ガラス」など工芸品
も人気。5位の福井県は新幹線延伸がきっかけ
で高い評価を得た。

第 位

若者が楽しめるスポットや
施設・体験があった

海、街、ライブなどが幅広く魅力に
トップ3はいずれも有名テーマパークが人気だ
が、千葉県ではショッピングモールや海、沖縄
県ではマリンアクティビティやまち歩き、海の見
えるカフェなども人気。大阪府ではお笑いライ
ブや野球観戦なども評価された。

第 位

全体平均 36.9  %

1 千葉県 56.1 %
2 沖縄県 53.3 
3 大阪府 48.5 
4 長崎県 41.5 
5 北海道 40.4 
6 福岡県 40.0 
7 東京都 39.4 
8 三重県 39.0 
9 大分県 38.7 
10 京都府 38.6 

子供が楽しめるスポットや
施設・体験があった

有名テーマパークで高評価の3府県
千葉県、大阪府、沖縄県は有名テーマパークで
人気だが、アウトドア、動物園等も話題に上る。
前年度トップ10圏外から入った香川県、山梨県
では、自然スポットやうどん体験（香川県）、フル
ーツ狩り（山梨県）も人気。

第 位

全体平均 34.2 %

1 千葉県 55.2 %
2 沖縄県 48.1 
3 大阪府 41.9 
4 福井県 41.8 
4 三重県 41.8 
6 和歌山県 40.9 
7 長崎県 39.8 
8 香川県 38.8 
8 大分県 38.8 
10 山梨県 36.9 

地元の人の
ホスピタリティを感じた

地元の人との自然な会話も重要
沖縄県では宿泊施設やアクティビティのスタッ
フ、タクシー運転手や居酒屋店員など幅広い場
で親しみやすさを感じたという声が多数。高知
県では地元の人との交流を挙げた人も多かった。

第 位

全体平均 36.4 %

1 沖縄県 55.3 %
2 山形県 47.2 
3 高知県 46.5 
4 鹿児島県 45.6 
5 福井県 43.7 
6 北海道 41.2 
7 長崎県 41.0 
8 福島県 40.5 
9 岐阜県 40.3 
10 京都府 40.1 
10 愛媛県 40.1 

ご当地ならではの
体験・アクティビティが楽しめた

スポーツ系体験のほか温泉やキャンプも
沖縄県のマリンスポーツ、大分県の温泉、地獄
めぐりのように代表的な体験コンテンツで支持
される地域もあるが、北海道のように温泉、スノ
ーアクティビティ、野球観戦やキャンプなど幅広
い体験が評価されている地域も。

第 位

全体平均 46.9  %

1 沖縄県 64.0 %
2 大分県 55.3 
3 北海道 54.6 
4 鹿児島県 54.3 
5 福島県 51.2 
6 栃木県 50.9 
7 千葉県 50.7 
8 和歌山県 50.5 
9 山梨県 50.4 
10 三重県 50.2 

魅力的な
宿泊施設があった

リゾートや温泉人気の中、山梨県では…？
1位の沖縄県はラグジュアリーホテル、2位の大
分県は別府や由布院などの有名温泉宿が高い
満足度の要因。全体にリゾートエリアや温泉を
有するエリアが強い中で、10位の山梨県はキャ
ンプ場やグランピング施設にも評価が集まった。

第 位

全体平均 60.2   %
1 沖縄県 71.8 %
2 大分県 71.1 
3 佐賀県 69.8 
4 福島県 68.7 
4 千葉県 68.7 
6 和歌山県 68.6 
7 熊本県 67.6 
8 栃木県 67.2 
9 長崎県 66.7 
10 山梨県 66.2 

大人が楽しめるスポットや
施設・体験があった

地域によって人気コンテンツはさまざま
テーマパークや海といった王道コンテンツのほ
か、沖縄県では居酒屋やショッピングセンター、
千葉県では道の駅での買い物やお寺など幅広
い施設や体験が評価の対象となっている。

第 位

現地で良い観光情報を
入手できた

「人を介した」「旬の」情報がカギ
タクシー運転手や地元の人など、人を介して穴
場スポットなどを教えてもらった経験が評価に
つながって上位に入っているケースが多い。夜
しか開催しないイベント情報など旬でお得な情
報へのニーズもうかがえた。

第 位

全体平均 35.2 %

1 沖縄県 52.9 %
2 鹿児島県 45.6 
3 山形県 43.6 
4 高知県 43.2 
5 北海道 43.0 
6 京都府 42.6 
7 山口県 42.4 
8 長崎県 40.7 
9 岡山県 40.1 
10 島根県 39.5 

全体平均 51.8 %

1 沖縄県 63.6 %
2 千葉県 61.4 
3 三重県 59.2 
4 長崎県 59.1 
5 京都府 58.2 
6 福井県 57.2 
7 北海道 56.7 
8 大分県 54.5 
9 山梨県 53.6 
10 大阪府 53.5 
10 広島県 53.5 

全体平均 55.7 %

1 沖縄県 68.6 %
2 長崎県 66.7 
3 鹿児島県 66.3 
4 石川県 66.1 
5 福井県 66.0 
6 北海道 65.8 
7 広島県 65.2 
8 山形県 63.2 
9 京都府 63.0 
10 愛媛県 62.7 
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ロ
ー
カ
ル
志
向
の
高
い
若
年
層
男
性
で
低
下

旅
行
単
価
が
影
響
し
て
い
る
可
能
性
も

誰
の
満
足
度
が
下
が
っ
て
い
る
の
か
？

Point

1

総
合
満
足
度
の
低
下
傾
向
を
ど
う
見
る
か
？

下
が
る
要
因
、
上
げ
る
ヒ
ン
ト
を
考
え
る

全
国
的
な
総
合
満
足
度
の
低
下
は
、
国
内
旅
行
業
界
全
体
に
と
っ
て
気
に
な
る
傾
向
。

そ
の
背
景
を
探
る
と
と
も
に
、
物
価
高
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
急
増
な
ど
、

国
内
旅
行
に
影
響
を
与
え
そ
う
な
テ
ー
マ
に
注
目
し
て
分
析
を
試
み
た
。

満足度

注目テーマ

地
域
と
交
流
で
き
る
旅
が	

失
わ
れ
て
い
な
い
か
？

　

本
調
査
で
言
う「
総
合
満
足
度
」
と
は
、

訪
れ
た
旅
行
先
に
つ
い
て「
と
て
も
満
足
」

「
や
や
満
足
」
と
回
答
し
た
人
の
割
合
を
示

し
た
も
の
。
旅
行
者
本
人
の
リ
ピ
ー
タ
ー

化
や
周
囲
へ
の
推
奨
度
と
も
関
係
す
る

指
標
で
あ
り
、
高
く
保
た
れ
て
い
る
の

が
理
想
的
だ
。
今
回
、
総
合
満
足
度
が

全
国
的
に
や
や
低
下
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、
そ
の
理
由
や
と
る
べ
き
対
策
を
検

討
す
る
べ
く
分
析
を
行
っ
た
。

　

ま
ず
、
ど
う
い
う
人
の
満
足
度
が
下

が
っ
て
い
る
の
か
を
探
る
た
め
、性
・
年

代
別
の
満
足
度
を
確
認
し
た
。
前
年
度

と
比
較
し
て
最
も
満
足
度
が
下
が
っ
て

い
た
の
は
18
〜
29
歳
の
男
性
で
４
・
９

ポ
イ
ン
ト
減
。
70
代
の
男
性
も
３
・
３

ポ
イ
ン
ト
減
と
や
や
低
下
幅
が
大
き
い

（
表
14
）。

　

18
〜
29
歳
の
男
性
は
、
地
元
の
人
と
の

交
流
や
、
旅
行
先
の
風
土
・
生
活
習
慣
の

体
験
な
ど
、
地
域
で
の
体
験
・
交
流
志
向

の
高
い
層
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。

た
と
え
ば
混
雑
等
に
よ
り
本
来
の
ロ
ー
カ

ル
感
が
失
わ
れ
、
こ
う
し
た
体
験
・
交
流

の
機
会
が
減
っ
た
こ
と
で
満
足
度
が
下
が

っ
た
可
能
性
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

や
や
低
価
格
帯
の
旅
行
で	

満
足
度
が
下
が
っ
て
い
る
？

　

も
う
一
つ
別
の
視
点
と
し
て
、
旅
行
費

用
別
の
満
足
度
も
見
て
み
た
。
１
回
の
宿

泊
旅
行
に
か
け
ら
れ
た
費
用
別
の
満
足
度

は
、
概
ね
か
け
た
費
用
が
高
い
ほ
ど
高
い

傾
向
に
あ
る
が
、
今
回
の
調
査
で
は
、
前

年
度
と
比
較
し
て
す
べ
て
の
層
で
低
下
し

て
い
た（
表
15
）。
と
く
に
低
下
が
目
立
つ

の
は
２
万
〜
３
万
円
未
満
の
層
。
旅
行
費

用
総
額
の
平
均
値
は
６
万
４
１
０
０
円
な

の
で（
Ｐ
７
図
４
参
照
）、
２
万
〜
３
万
円

未
満
の
旅
は
比
較
的
低
価
格
で
あ
り
、
近

県
へ
の
旅
で
あ
る
可
能
性
も
高
い
。
な
お
、

旅
行
１
回
あ
た
り
の
宿
泊
数
別
に
見
る
と
、

宿
泊
数
が
多
い
方
が
満
足
度
の
低
下
は
小

さ
い（
表
16
）。
あ
く
ま
で
相
関
関
係
で
あ

り
、
宿
泊
数
を
伸
ば
せ
ば
満
足
度
が
上
が

る
と
い
っ
た
関
係
で
は
な
い
が
、
指
標
と

し
て
役
立
て
る
こ
と
は
で
き
そ
う
だ
。

満足・計
（％）

満足・計 
前年度との差
（ポイント）

24年度　全体 84.1 -1.7
18～29歳 男性 77.7 -4.9

女性 84.9 -2.7
30代 男性 82.6 -1.7

女性 87.4 -1.3
40代 男性 82.2 -1.6

女性 86.1 0.2
50代 男性 81.3 -1.0

女性 86.2 -1.8
60代 男性 86.3 1.5

女性 87.2 -1.9
70代 男性 81.0 -3.3

女性 86.8 -1.3

表14	性・年代別・旅行先の総合満足度

満足・計
（％）

満足・計 
前年度との差
（ポイント）

24年度　全体 84.1 -1.7
1万円未満 70.0 -0.4
1万～2万円未満 77.5 -2.0
2万～3万円未満 81.4 -3.3
3万～4万円未満 84.5 -1.0
4万～5万円未満 84.8 -2.4
5万～7万円未満 85.2 -2.1
7万～10万円未満 87.2 -1.3
10万円以上 88.7 -0.4

表15	宿泊費用総額別・旅行先の総合満足度

満足・計
（％）

満足・計 
前年度との差
（ポイント）

24年度　全体 84.1 -1.7
1泊 82.4 -1.7
2泊 86.0 -2.1
3泊 85.9 -2.4
4泊 88.9 1.2
5泊 86.9 -1.3
6泊以上 92.9 2.1

表16	宿泊数別・旅行先の総合満足度
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物
価
上
昇
率
と
比
べ
て
も
大
き
い
旅
行
費
用
増

経
済
的
要
因
で「
行
か
な
い
」人
も
微
増

旅
行
費
用
増
の
影
響
は
？

Point

2
物
価
上
昇
を
上
回
る
価
格
上
昇
は 

実
施
率
に
も
影
響
し
か
ね
な
い

　

本
調
査
で
は
、
１
回
あ
た
り
の
宿
泊
旅

行
に
か
け
ら
れ
た
費
用
が
前
年
度
よ
り
上

昇
し
て
い
る
点
が
特
徴
の
一
つ
と
な
っ
て

い
た（
Ｐ
７
）。
社
会
全
体
で
物
価
が
上
が

る
中
、
旅
行
費
用
の
値
上
が
り
も
あ
る
程

度
は
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
実
際
、「
費
用
を
で
き
る
だ
け
抑
え
る

よ
う
意
識
し
た
」人
の
割
合
が
前
年
よ
り

減
っ
て
い
る
傾
向
も
見
ら
れ
、
旅
行
に
出

か
け
た
人
々
は
そ
こ
ま
で
節
約
志
向
が
強

い
わ
け
で
は
な
い
と
も
言
え
る
。

　

と
は
い
え
、
旅
行
費
用
の
上
昇
率
が
物

価
全
体
の
上
昇
率
を
上
回
っ
て
い
る
の
は

気
に
な
る
。
総
務
省
の
発
表
す
る
消
費
者

物
価
指
数
で
は
、
前
年
度
比
の
上
昇
率
は

３
・
０
％
。
こ
れ
に
対
し
旅
行
費
用
は
、
総

額
で
５
・
８
％
、
宿
泊
費
で
６
・
３
％
上

昇
し
て
い
る（
表
17
）。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需

要
に
よ
り
宿
泊
価
格
上
昇
に
拍
車
が
か
か

っ
て
い
る
地
域
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
価
格
上
昇
が
、
旅
行
全
体
の

満
足
度
に
ど
の
よ
う
に
影
響
し
て
い
る
の

か
に
は
注
意
が
必
要
だ
。
た
と
え
ば
、
今

回
総
合
満
足
度
が
最
も
高
か
っ
た
香
川
県

で
は
、
宿
泊
費
の
上
昇
幅
が
比
較
的
小
さ

く
、
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
よ
さ
が

満
足
度
の
高
さ
に
寄
与
し
て
い
る
可
能
性

も
あ
る
。逆
に
旅
行
者
が「
値
上
が
り
の
割

に
体
験
の
質
が
伴
っ
て
い
な
い
」
と
感
じ

れ
ば
満
足
度
が
低
下
す
る
お
そ
れ
も
あ
る
。

Ｐ
12
で
紹
介
し
た「
総
額
２
〜
３
万
円
未

満
の
旅
の
満
足
度
低
下
」
に
つ
い
て
も
こ

の
こ
と
が
ヒ
ン
ト
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

さ
ら
に
注
意
す
べ
き
は
、
費
用
の
上
昇

が
旅
行
そ
の
も
の
を
控
え
る
要
因
に
な
り

か
ね
な
い
点
だ
。調
査
で
は「
旅
行
に
行
か

な
か
っ
た
人
」
に
そ
の
理
由
を
尋
ね
た
結

果
、
30
代
〜
50
代
女
性
を
中
心
に「
家
計

の
制
約
で
旅
行
に
お
金
が
か
け
ら
れ
な
か

っ
た
」「
将
来
が
心
配
で
支
出
を
抑
え
た
か

っ
た
」
を
挙
げ
た
人
が
一
定
数
見
ら
れ
た

（
表
18
）。実
際
、
30
代
〜
40
代
の
独
身
・
夫

婦
層
で
は
旅
行
の
実
施
率
が
低
下
し
て
い

て（
Ｐ
４
）、
家
計
へ
の
影
響
が
旅
行
に
現

れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

今
後
は
、
旅
行
の
魅
力
や
体
験
価
値
を

ど
う
保
ち
、
費
用
に
見
合
う
満
足
度
を
ど

う
提
供
す
る
か
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
も
、

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

表18　この1年間に宿泊旅行に行かなかった理由（複数回答） ※ベース：宿泊旅行を実施しなかった人

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位

何となく
旅行をしない
まま過ぎた

旅行に
興味が

なかった

家計の制約で
旅行にお金が

かけられ
なかった

休みが
取れなかった

将来が心配で
支出を

抑えたかった

一緒に行く人が
いなかった ペットがいた

旅行したい
人と

スケジュールが
合わなかった

国内で
行きたいと思う

場所が
なかった

自分の
健康上の

理由があった

24年度 全体 26.6 23.2 22.0 10.2 8.9 7.9 7.8 5.9 5.9 5.9
23年度 全体 27.2 21.7 20.4 10.8 7.9 7.3 8.5 6.0 5.6 5.4

18～29歳 男性 33.1 31.2 11.1 9.2 5.0 7.6 1.8 4.0 6.5 1.7
女性 28.1 20.7 22.9 9.9 7.4 10.8 3.0 8.6 6.5 3.4

30代 男性 25.1 30.5 19.6 11.1 8.5 8.4 3.0 5.4 6.4 0.9
女性 25.1 18.7 26.7 11.5 10.2 4.5 6.9 4.9 3.5 4.7

40代 男性 24.0 31.5 20.6 12.9 7.7 7.5 3.2 5.7 3.8 3.4
女性 22.3 20.7 31.4 12.9 12.4 6.4 11.2 7.7 5.1 6.5

50代 男性 25.2 28.0 21.4 13.7 9.3 8.9 6.2 5.1 6.7 3.6
女性 25.9 21.9 25.4 12.2 8.8 6.1 12.1 6.0 6.6 5.6

60代 男性 25.8 23.1 20.3 11.7 10.0 9.1 9.6 6.1 7.1 6.5
女性 27.1 18.0 20.1 8.2 8.1 6.7 14.4 6.2 5.8 8.6

70代 男性 26.4 18.5 22.7 5.4 8.6 7.7 8.6 4.1 9.2 11.4
女性 31.5 14.1 20.7 2.4 10.6 11.4 10.4 6.8 3.8 12.9

■全体より3ポイント以上高い項目

総合指数
消費者物価指数
（2020年度比） 109.5 

前年度比上昇率 3.0％

表17 消費者物価指数と旅行費用の比較
総額 宿泊費

2024年度旅行費用
（大人1人あたり） 64,100円 13,600円 

前年度比上昇率 5.8％ 6.3％

※総務省発表 2020年基準消費者物価指数より2024年度平均

（単位：％）
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外
国
人
比
率
が
低
く
満
足
度
の	

高
い
地
域
が
多
い
の
は
事
実

　
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
２
０

２
４
年
の
訪
日
外
客
数
は
３
６
８
７
万
人

と
コ
ロ
ナ
禍
前
を
上
回
っ
た
。
こ
う
し
た

外
国
人
旅
行
者
の
急
増
が
国
内
宿
泊
旅
行

者
の
満
足
度
に
影
響
し
て
い
る
の
か
を
見

て
み
た
。

　

図
７
は
、
横
軸
に
本
調
査
の
総
合
満
足

度
、
縦
軸
に
外
国
人
比
率
を
取
っ
て
各
都

道
府
県
を
プ
ロ
ッ
ト
し
た
も
の
だ
が
、
両

者
の
間
に
は
明
確
な
関
係
は
見
ら
れ
な
い
。

同
じ
よ
う
に
外
国
人
比
率
が
高
い
地
域
で

も
、
日
本
人
満
足
度
も
高
い
地
域（
図
の

右
上
）
も
あ
れ
ば
、
相
対
的
に
満
足
度
の

低
い
地
域（
図
の
左
上
）も
あ
る
。
た
だ
し
、

外
国
人
比
率
の
低
い
エ
リ
ア
で
高
い
満
足

度
を
獲
得
で
き
て
い
る
地
域
が
多
い
と
い

う
こ
と
は
言
え
そ
う
だ
。

　

ま
た
、
デ
ー
タ
に
表
れ
て
い
な
い
事
象

と
し
て
、
外
国
人
比
率
が
多
い
地
域
＝

「
混
ん
で
い
そ
う
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、

そ
の
地
域
へ
の
旅
行
を
控
え
る
可
能
性
は

あ
り
得
る
。
外
国
人
比
率
の
多
い
都
道
府

県（
表
19
）の
中
に
は
、
日
本
人
旅
行
者
が

大
き
く
減
少
し
て
い
る
地
域
も
あ
る（
表

８
・
再
掲
）
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
だ
。

外
国
人
比
率
と
満
足
度
に
は
相
関
は
な
い
が
、

「
混
ん
で
い
そ
う
」で
避
け
ら
れ
る
可
能
性
も

混
雑
・
外
国
人
比
率
の
影
響
は
？

Point

3

表8（再掲）	 都道府県別の延べ宿泊旅行者数
	 トップ10（推計値）

第 位

都道府県 延べ宿泊
旅行者数 増減数

1 東京都 1154万人 （7万人）
2 北海道 951万人 （29万人）
3 大阪府 766万人 （-34万人）
4 神奈川県 670万人 （-1万人）
5 静岡県 624万人 （-23万人）
6 千葉県 553万人 （-48万人）
7 長野県 547万人 （41万人）
8 京都府 518万人 （-28万人）
9 兵庫県 492万人 （13万人）
10 沖縄県 475万人 （-1万人）

図7　総合満足度と外国人比率の関係

※外国人比率：観光庁宿泊統計2024年データよりじゃらんリサーチセンターにて算出

総合満足度（％）

総合満足度（％）×外国人比率（％）

70 75 80 85 90 95

60

50

40

30

20

10

0

外
国
人
比
率
（
％
）

全国の外国人比率が高く、
総合満足度は低い

全国の外国人比率・
総合満足度いずれも高い

外国人比率が低く、
総合満足度は高い

全国の
外国人比率  

25.2
全国平均  

84.1

表19　外国人比率の高い都道府県
全体 19.1%	

1 東京都 51.5%
2 京都府 50.1　
3 大阪府 44.9　
4 福岡県 29.9　
5 岐阜県 26.5　
6 山梨県 26.1　
7 北海道 23.0　
8 沖縄県 22.9　
9 石川県 19.2　
10 香川県 18.9　

位第

※外国人比率：観光庁宿泊統計2024年データよ
りじゃらんリサーチセンターにて算出
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調査結果から考える
これからの

国内旅行アイデア集 

地域の人が一堂に会して
行う大ネタ出し会
ローカルコンテンツの開発にはまず地域
に何があるかを知ることが重要。JRCの
行う「GAP調査」のように、多様な関係者
が集まって行う「ネタ出し会」を開催する。

期間限定のクーポン発行で
低価格旅行を支援
経済的な理由で旅行を思いとどまってい
る人を動かす施策として、地域単位のクー
ポンを発行。オフシーズン、平日の在庫を
活用して、ひとり旅の若者などを支援する。

インバウンドが好調な地域は
「風評被害」にも対策を
混雑等で来訪者の満足度が低下している
ポイントを正しく把握、改善するとともに、
「混んでいそうだから行かない」という風
評被害を起こさないよう、正確な情報発
信を行う。

地
元
の
文
化
が
観
光
資
源
と
し
て 

活
か
さ
れ
て
い
た
香
川
県
の
例

　

今
回
分
か
っ
た
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
変
化
は

旅
行
の
地
方
分
散
化
。
一
方
で
、
旅
慣
れ

た
人
た
ち
の
満
足
度
低
下
、
と
く
に
表
20

か
ら
分
か
る
よ
う
な
ロ
ー
カ
ル
志
向
を
持

つ
若
年
男
性
の
満
足
度
低
下
は
、
地
域
で

の
体
験
価
値
の
低
下
が
疑
わ
れ
て
気
が
か

り
だ
。
そ
ん
な
中
、
総
合
満
足
度
1
位
の

香
川
県
で
は
、
ミ
ド
ル
男
性
や
ひ
と
り
旅

が
増
え
、
魅
力
的
な
食
と
し
て
７
割
の
人

が
う
ど
ん
を
挙
げ
る
な
ど
地
元
の
食
文
化

が
観
光
資
源
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
た
。

ロ
ー
カ
ル
な
体
験
の
成
功
例
と
言
え
よ
う
。

　

今
後
、
外
国
人
旅
行
者
が
増
え
て
い
く

中
で
人
気
観
光
地
は
引
き
続
き
満
足
度
維

持
へ
の
努
力
が
求
め
ら
れ
る
。
一
方
地
方

に
と
っ
て
は
、
個
人
旅
行
者
の
誘
客
を
目

指
し
、
と
く
に
今
後
増
加
が
見
込
ま
れ
る

ひ
と
り
旅
に
向
け
、
地
域
の
ロ
ー
カ
ル
な

コ
ン
テ
ン
ツ
を
見
直
す
好
機
と
も
言
え
る
。

　

な
お
今
回
の
調
査
で
は
、
価
格
上
昇
に

伴
う
二
極
化
の
兆
し
も
見
え
た
。
市
場
回

復
の
た
め
に
は
、
低
価
格
帯
旅
行
へ
の
支

援
策
も
考
え
る
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

表20　性・年代別体験・交流志向の強さ
体験・交流志向

自
ら
主
体
的
に

参
加
す
る
・
体
験
す
る

地
域
の
た
め
に
な
る
こ
と
、

貢
献
で
き
る
こ
と
を
選
ぶ

旅
行
先
の
風
土
や

生
活
習
慣
を
体
験
す
る

環
境
に
配
慮
し
た

取
り
組
み
を
し
て
い
る

地
域
・
施
設
を
選
ぶ

地
元
の
人
に
積
極
的
に

話
し
か
け
て
情
報
を

聞
い
た
り
交
流
す
る

暮
ら
す
よ
う
に

旅
を
す
る

将
来
の
移
住
や

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
参
考
に

な
り
そ
う
な
旅
を
す
る

旅
行
者
同
士
が
交
流
・

出
会
え
る
宿
を
選
ぶ

旅
行
先
に

ふ
る
さ
と
納
税
を
す
る

24年度 全体 （4,623） 31.1 27.8 27.6 27.0 25.8 24.3 23.2 19.8 18.7

23年度 全体 （4,623） 30.7 27.4 26.1 26.1 24.4 23.4 21.4 18.7 17.5

18～29歳 男性 （402） 45.6 43.5 46.6 47.7 47.4 42.7 47.0 36.0 39.7

女性 （455） 39.7 31.3 33.2 34.4 33.0 30.0 33.8 23.8 26.7

30代 男性 （339） 44.3 40.7 39.9 41.4 41.6 36.1 42.0 32.4 33.1

女性 （353） 31.7 23.7 25.4 22.6 21.1 20.2 18.8 14.6 14.8

40代 男性 （384） 36.6 33.3 33.6 32.5 32.3 28.8 31.1 24.9 25.5

女性 （390） 30.0 22.6 23.0 20.4 18.3 19.1 16.2 14.2 15.0

50代 男性 （418） 29.6 27.0 26.3 25.8 25.3 22.6 22.8 19.1 19.2

女性 （390） 24.7 22.0 20.2 19.6 16.1 17.0 12.9 11.9 10.5

60代 男性 （346） 26.6 25.7 23.7 22.0 21.2 21.6 18.5 17.3 14.5

女性 （367） 22.3 21.4 18.5 19.3 16.7 18.4 11.6 12.4 8.6

70代 男性 （375） 19.5 18.8 20.8 16.2 18.8 16.4 12.5 15.1 8.6

女性 （403） 21.6 22.8 19.4 20.4 16.8 18.2 10.2 15.5 6.5

■全体より5ポイント以上高い項目　■全体より5ポイント以上低い項目

地
域
分
散
傾
向
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え

「
ロ
ー
カ
ル
な
体
験
」を
活
か
す
施
策
を

価
格
上
昇
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
影
響
の
中
、
地
方
分
散
傾
向
が
見
え
て
き
た
今
回
の
調
査
。

国
内
旅
行
者
の
満
足
度
を
維
持
、
向
上
し
つ
つ
、
地
域
が
こ
の
流
れ
を
活
か
す
に
は
、

ロ
ー
カ
ル
な
コ
ン
テ
ン
ツ
の
再
発
見
が
カ
ギ
と
な
り
そ
う
だ
。

全体
まとめ

15 September  2025
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最
近
の
グ
ル
メ
開
発
で 

突
き
当
た
る
壁
と
は
？

　

地
域
の
特
産
品
を
利
用
し
開
発
し
て
終
わ

る
、
だ
け
で
は
な
い
Ｊ
Ｒ
Ｃ
の「
ご
当
地
グ

ル
メ
」。
自
走
し
て
い
く
こ
と
を
前
提
に
専
門

の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
３
年
間
、
丁
寧
に
伴

走
。
行
政
、
生
産
者
、
事
業
者
が
連
携
し
て

一
体
感
を
感
じ
ら
れ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
を
経
て
、「
淡
路
島
サ
ク
ラ
マ
ス
」（
兵
庫
県

南
あ
わ
じ
市
）、「
う
ま
ア
ジ
グ
ル
メ
」（
千
葉

県
南
房
総
市
）
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
多
数
の
ご

当
地
グ
ル
メ
が
誕
生
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が

グ
ル
メ
開
発
を
数
多
く
手
が
け
る
う
ち
に
、

突
き
当
た
る
壁
が
出
て
き
た
。
そ
れ
は「
天

然
物
の
魚
介
類
を
使
っ
た
グ
ル
メ
開
発
が
難

し
く
な
っ
て
き
た
」
と
い
う
こ
と
だ
。
も
ち

ろ
ん
安
定
し
た
供
給
が
で
き
て
い
る
地
域
で

あ
れ
ば
問
題
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
地
球

温
暖
化
な
ど
環
境
の
変
化
を
受
け
て
、
海
の

状
態
も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
獲

れ
た
も
の
が
獲
れ
な
く
な
る
、
ま
た
は
獲
れ

る
時
期
が
ず
れ
て
く
る
、
と
い
っ
た
こ
と
は

多
く
の
地
域
が
経
験
し
て
い
る
は
ず
だ
。

　

ご
当
地
グ
ル
メ
は
地
域
の
特
産
物
を
使
い

開
発
す
る
こ
と
か
ら
、
観
光
客
に
と
っ
て
は

「
そ
の
土
地
に
行
っ
た
ら
食
べ
て
お
く
べ
き
グ

ル
メ
」
に
な
り
、
旅
行
者
に
来
訪
し
て
も
ら

え
る
強
力
な
コ
ン
テ
ン
ツ
と
な
る
。
し
か
し

そ
の
半
面
、「
観
光
客
を
呼
ぶ
以
上
は
、
１
年

中
用
意
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
い
う
魔

物
に
縛
ら
れ
た
よ
う
な
感
覚
に
陥
っ
て
し
ま

JRC「３年伴走型ご当地グルメ開発」概要
１	食のマーケティング調査
	 （インターネットでの定量調査と、
	 地元事業者ヒアリングの定性調査）を行う。
	 期間：およそ２カ月。
２	参加者を募集し、ワークショップを複数回開催	

使用する食材、コンセプト、ルールなどを決定
	 試作品の発表、メディア向けの試食会、お披露目会を開催。
	 期間：およそ６カ月。
３	完成グルメの撮影、販促グッズの製作、プロモーションの開始
	 期間：およそ４カ月。

販売開始へ
内容や期間は変わるが、１年目、２年目、３年目ともに流れはほぼ同じ
流れ（３年目には、４年目以降に自走するための研修が加わることも）。

※詳しくは、とーりまかしvol.70で紹介

◯事業者の参加費用は無料
◯開発したグルメの写真撮影、プロモーションを実施（パンフレッ
ト作成、ポスター、のぼりなどの販促グッズの提供、ホームペー
ジでの紹介、メディア向けプレスリリース、お披露目会開催な
どプロモーション強化）
◯撮影した写真は自由に使用可能
◯試食会・お披露目会・取材撮影にかかる食材費と会場までの
交通費は自己負担
◯販売状況などのアンケートへの回答を必須

生
産
者
と
変
え
る

食
と
観
光
の
未
来

日
本
の
旅
の
大
き
な
楽
し
み
で
あ
る
グ
ル
メ
。

と
い
う
よ
り
も
、
グ
ル
メ
を
楽
し
み
に
旅
に
出
る
の
は
当
た
り
前
。

そ
ん
な
楽
し
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
話
題
と
な
っ
て
い
る
の
が「
ご
当
地
グ
ル
メ
」。

各
地
で
取
り
組
み
を
進
め
る
う
ち
に
、
避
け
て
は
通
れ
な
い
課
題
に
直
面
!?

け
っ
し
て
他
人
事
で
は
な
い
、
現
在
進
行
中
の
最
新
例
を
ご
覧
い
た
だ
こ
う
。

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
が
ブ
ラ
ン
ド
に
な
る
!?安定供給や人材確保はご当地グルメに限らず多くの地域で課題（写真は琵琶湖

のエリ漁）
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＋
鳴門市・南あわじ市の特産食材を
それぞれ1つ以上使用
玉ねぎ、レタス、なると金時、れんこ
ん、ブロッコリー、すだち、ワカメ、
塩、しょうゆ…魚介以外であれば海
藻、野菜、調味料などなんでもOK

魚種はその時期や日により変更あり

う
場
合
も
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
地
域

な
ら
で
は
の
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
て
も
ら

う
た
め
に
開
発
し
た
は
ず
が
、
食
材
が
手
に

入
ら
な
い
時
に
は
他
の
地
域
か
ら
取
り
寄
せ

て
で
も
何
と
か
ご
当
地
グ
ル
メ
を
作
っ
た
と

い
う
ケ
ー
ス
も
起
こ
り
う
る
事
態
に
。
し
か

し
こ
れ
で
は
何
の
た
め
の
ご
当
地
グ
ル
メ
な

の
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
ご
当
地
グ
ル
メ
の 

開
発
は
可
能
か
？

　

各
地
域
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
特
産
品
が
あ
り
、

中
に
は
そ
れ
１
つ
で
人
々
を
惹
き
つ
け
る
食

材
も
あ
る
。
し
か
し
そ
の
１
つ
に
限
定
す
る

こ
と
で
、
食
材
が
な
い
か
ら
提
供
で
き
な
い
、

と
い
う
事
態
が
起
こ
り
う
る
。
実
際
に「
今

日
は
水
揚
げ
が
な
か
っ
た
の
で
作
れ
な
か
っ

た
」
と
伝
え
て
、
訪
れ
た
客
か
ら
怒
ら
れ
た

事
業
者
も
い
る
と
聞
く
。
今
獲
れ
た
お
い
し

い
も
の
を
食
べ
に
来
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い

で
作
っ
た
ご
当
地
グ
ル
メ
の
リ
タ
ー
ン
は
、

水
揚
げ
次
第
と
い
う
リ
ス
ク
と
セ
ッ
ト
で
な

く
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。
今
は
、
食
材

を
目
的
と
し
て
動
か
す
グ
ル
メ
の
旅
が
一
般

的
。
し
か
し
1
つ
に
限
定
せ
ず
、
い
く
つ
も

の
食
材
を
組
み
合
わ
せ
て
提
供
す
る
こ
と
こ

そ
が
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
か
つ
、
地
域
の
良
さ
を

も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
繋
が
る
は
ず
。

旅
行
者
に
と
っ
て
は
訪
れ
る
た
び
に
違
う
味

わ
い
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
そ
の
エ
リ
ア

の
奥
深
さ
を
実
感
で
き
て
フ
ァ
ン
に
な
っ
て

も
ら
え
る
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
食
材
を

複
数
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
ご
当
地
グ
ル
メ

と
し
て
１
つ
の
テ
ー
マ
を
持
ち
な
が
ら
、
季

節
を
限
定
せ
ず
に
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　

そ
れ
で
は
メ
イ
ン
の
食
材
を
１
つ
に
固
定

し
な
い
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
ご
当
地
グ
ル
メ
に

は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の

だ
ろ
う
か
。

２
つ
の
市
が
連
携
し
た
、
そ
の
時
あ
る 

食
材
で
作
る
ご
当
地
グ
ル
メ

　

そ
の
ひ
と
つ
が
徳
島
県
鳴
門
市
と
兵
庫
県

南
あ
わ
じ
市
が
、
２
０
２
１
年
か
ら
共
同
で

進
め
て
い
る「
う
ず
の
幸
グ
ル
メ
」。
こ
の
２

つ
の
市
の
間
に
は
鳴
門
海
峡
が
あ
り
、
こ
こ

で
育
つ
天
然
魚
は
１
０
０
種
類
以
上
。
魚
た

ち
は
骨
折
す
る
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
の
激
流
に

揉
ま
れ
る
た
め
に
筋
肉
質
で
ぷ
り
ぷ
り
の
身

が
特
徴
だ
。
し
か
し
Ｇ
Ａ
Ｐ
調
査
に
よ
り「
魚

の
種
類
が
豊
富
で
お
い
し
い
」
と
い
う
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
、

２
市
が
広
域
連
携
。
こ
の
地
な
ら
で
は
の
グ

ル
メ
を
開
発
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て

い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
グ
ル
メ
開
発
の
ル
ー

ル
を「
メ
イ
ン
は
鳴
門
海
峡
近
海
の
魚
介
を

３
種
類
以
上
使
用
」
し
、
プ
ラ
ス「
鳴
門
市
と

南
あ
わ
じ
市
の
特
産
食
材
を
そ
れ
ぞ
れ
１
つ

以
上
使
用
」
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
で
あ

れ
ば
食
材
が
季
節
ご
と
に
変
わ
っ
て
も
通
年

提
供
が
で
き
る
。
そ
の
上
、
あ
ま
り
な
じ
み

の
な
い
食
材
の
場
合
で
も
、
そ
れ
ら
を
育
ん

だ
地
域
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
強
い
味
方
と
な
っ

て
く
れ
る
。

　
そ
し
て
こ
の「
ス
ト
ー
リ
ー
」こ
そ
が
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
な
ご
当
地
グ
ル
メ
を
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
す
る
上
で
、
大
切
な
要
素
と
な
っ
て
く

る
。
人
々
は
、
た
だ
食
べ
に
行
く
の
で
は
な

く
、
そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
ス
ト
ー
リ
ー
を

体
感
し
な
が
ら
食
の
旅
を
楽
し
め
る
よ
う
に

な
り
、
季
節
や
場
所
を
変
え
て
幾
度
も
訪
れ

た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
る
の
だ
。

「
う
ず
の
幸
グ
ル
メ
」
で
は
、「
う
ず
の
幸
と
は

何
か
」「
な
ぜ
お
い
し
い
の
か
」
を
丁
寧
に
伝

え
る
伝
道
師「
う
ず
の
幸
マ
イ
ス
タ
ー
」
が
、

２
０
２
５
年
2
月
に
35
名
誕
生
し
て
い
る
。

　

こ
の
後
は
、「
琵
琶
湖
シ
ス
テ
ム
」
が
世
界

農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
滋
賀
県
の
現
在
進

行
中
の
ご
当
地
グ
ル
メ
事
業
を
例
に
、
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
な
取
り
組
み
や
そ
こ
か
ら
浮
か
び

上
が
っ
て
き
た
課
題
お
よ
び
解
決
方
法
な
ど

を
共
有
す
る
。
ぜ
ひ
参
考
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

「うずの幸グルメ」の
提供ルール
メインは鳴門海峡近海の魚介を
3種類以上使用
マダイ、淡路島3年とらふぐ、すだち
ぶり、タチウオ、アナゴ、ハモ、カンパ
チ、サワラ、淡路島サクラマス･･･

これに 
プラスして

提供期間：通年

第4弾（2025年）は23店舗が参加

ご当地グルメのお披露目会（びわ湖魚グルメ）
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地
元
の
人
に
な
じ
み
の
薄
く
な
っ
た 

湖
魚
で
新
し
い
郷
土
料
理
を
創
出

 「
琵
琶
湖
シ
ス
テ
ム
」が
２
０
２
２
年
に
世
界

農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
滋
賀
県
の
ご
当
地
グ
ル
メ
開
発
事
業
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。

 

「
琵
琶
湖
シ
ス
テ
ム
」
と
は
、「
水
田
営
農
に

支
え
ら
れ
な
が
ら
発
展
し
て
き
た
伝
統
的
漁

業
を
核
と
し
た
琵
琶
湖
と
共
生
す
る
農
林
水

産
業
」
の
呼
び
名
で
、
正
式
名
は「
森
・
里
・

湖う
み

に
育
ま
れ
る
漁
業
と
農
業
が
織
り
な
す
琵

琶
湖
シ
ス
テ
ム
」。
琵
琶
湖
を
大
切
に
共
生
し

て
い
く
と
い
う
こ
の
伝
統
的
な
シ
ス
テ
ム
を

次
の
世
代
に
繋
い
で
い
く
方
法
と
し
て
、
一

番
身
近
な
存
在
で
あ
る
食（
グ
ル
メ
）
の
開
発

を
県
全
体
で
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

琵
琶
湖
は
滋
賀
県
の
中
心
に
あ
り
、
ご
存

じ
の
よ
う
に
湖
の
面
積
と
し
て
は
日
本
で
一

番
大
き
い
。
約
4
6
0
本
も
の
川
が
流
れ
込

ん
で
お
り
、
面
積
が
広
い
ゆ
え
に
湖
流
も
起

き
、
風
の
強
い
日
に
は
船
が
ひ
っ
く
り
返
る

こ
と
も
あ
る
。
湖
に
は
約
45
種
類
も
の
固
有

種（
湖
魚
、
貝
類
）
が
生
息
し
て
お
り
、
周
辺

で
栽
培
さ
れ
て
い
る
農
作
物
と
合
わ
せ
て
食

材
の
宝
庫
と
い
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
最
近
で

は
、
滋
賀
県
の
人
に
も
湖
魚
を
食
べ
る
文
化

が
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
。

 

「
ス
ー
パ
ー
で
買
え
る
湖
魚
も
あ
り
ま
す
が
、

湖
魚
を
出
す
お
店
に
食
べ
に
行
っ
た
り
、
つ

く
だ
煮
屋
さ
ん
で
加
工
さ
れ
た
も
の
を
買
っ

た
り
す
る
人
が
多
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

こ
の
事
業
に
は
食
文
化
を
残
す
と
い
う
命
題

は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
食
文
化
だ
け

で
は
食
べ
ら
れ
る
方
は
少
な
い
。
世
界
農
業

遺
産
に
認
定
さ
れ
た『
琵
琶
湖
シ
ス
テ
ム
』
は

森
・
里
・
湖
が
繋
が
っ
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、

『
鮒
寿
し
』や『
え
び
豆
』は
ま
さ
に
湖
と
里
が

繋
が
っ
た
郷
土
料
理
で
す
。『
び
わ
湖
魚
グ
ル

メ
』
は
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
引
き
継
い
で
い

ま
す
」（
滋
賀
県
農
政
課　

岡
村
貴
司
さ
ん
）。

口
下
手
な
守
り
手
か
ら
、 

素
材
の
価
値
を
導
き
だ
す

 「
琵
琶
湖
シ
ス
テ
ム
」で
は
生
産
の
担
い
手
を

「
守
り
手
」、
食
品
関
連
事
業
者
を「
繋
ぎ
手
」、

消
費
者
を「
買
い
手
」、
守
り
手
の
フ
ァ
ン
を

「
支
え
手
」
と
呼
び
、
こ
の
4
つ
の
手
を
繋
げ
、

県
産
食
材
の
消
費
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、

「
支
え
手
」の
中
か
ら
、
新
た
な「
守
り
手
」を

生
み
出
す
こ
と
を
方
針
と
し
て
い
る
。
生
産

琵琶湖で獲れる湖魚たち
琵琶湖にとどまり小型のまま成魚になるコアユ、固有
種ビワマスなどのメジャーなものから、郷土料理に使
われるスジエビ、びわ湖固有のハゼの仲間・イサザ、固
有種・ニコロブナ、ホンモロコなど

現
在
進
行
中
!

３
年
目
を
迎
え
た

「
び
わ
湖
魚
グ
ル
メ
」

グ
ル
メ
開
発
最
新
リ
ポ
ー
ト

２
０
２
３
年
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
滋
賀
県
の「
び
わ
湖
魚
グ
ル
メ
」。

メ
イ
ン
で
使
う
の
は
琵
琶
湖
な
ら
で
は
の
素
材
で
あ
る
湖
魚（
淡
水
魚
）。

魚
種
を
限
定
し
な
い
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
グ
ル
メ
開
発
は
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
て
き
た
か
。

琵琶湖は約400万年の
歴史をもつと言われる古
代湖。代表的な漁法は、
待ち受け型の漁法であ
る「エリ漁」。獲りすぎな
いことで豊かな生態系
を守っている

琵琶湖

湖魚を
獲りすぎない
伝統漁法

水源を守る
森林と里山

琵琶湖が育む
旨し湖の幸

湖を守る
環境に優しい農業

食文化

鮒ずし

４つの手が繋がる琵琶湖システム
守り手（生産の担い手）

買い手（消費者）

繋ぎ手（食品関連事業者など）

支え手（守り手のファン）
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者
不
足
は
あ
ら
ゆ
る
地
域
で
課
題
と
な
っ
て

い
る
が
、
こ
こ
滋
賀
県
で
も
そ
れ
は
例
外
で

は
な
い
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
、
グ
ル
メ
を
開
発

す
る
繋
ぎ
手
だ
け
で
は
な
く
、
守
り
手
も
参

加
し
、
琵
琶
湖
特
産
の
食
材
に
つ
い
て
学
び
、

理
解
を
深
め
て
い
く
。
守
り
手
た
ち
か
ら
は
、

「
こ
ん
な
ん
や
ら
な
い
で
い
い
。
な
ん
で
こ
ん

な
と
こ
ろ
に
呼
ば
れ
て
？
」
と
い
う
声
が
出

る
こ
と
も
あ
っ
た
。
多
く
の
場
合
、
生
産
者

と
は
口
下
手
で
、
人
前
で
多
く
を
語
っ
て
く

れ
る
こ
と
が
少
な
い
。
し
か
し
彼
等
が
当
た

り
前
と
思
っ
て
い
る
こ
と
の
中
に
は
、
他
の

地
域
と
差
別
化
す
る
こ
と
の
で
き
る
、
こ
こ

だ
け
の
特
徴
や
魅
力
が
隠
れ

て
い
る
こ
と
が
多
々
あ
る
。

そ
れ
ら
は
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
を
す
る
上
で
欠
か
せ
な

い
宝
な
の
だ
。
実
際
、
何
気

な
く
語
ら
れ
た
言
葉
の
中
に

あ
っ
た〝
キ
ラ
ー
ワ
ー
ド
〞か

守り手の研修用
動画（PR用
ショートバージョン）
はこちら

ら
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
が
生
ま
れ
た
事
例
も
あ

る（
詳
し
く
は
P 
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を
参
照
）。
そ
ん
な「
守

り
手
」
た
ち
が
作
っ
た
農
作
物
や
獲
っ
た
湖

魚
に
、
自
分
で
価
値
を
見
つ
け
て
、
伝
え
る

工
夫
を
す
る
た
め
の「
生
産
者
魅
力
の
棚
卸

研
修
会
」
も
行
わ
れ
た
。
こ
だ
わ
り
や
歴
史

に
つ
い
て
言
葉
だ
け
で
語
る
の
で
は
な
く
、

数
字
で
表
せ
る
部
分
に
つ
い
て
は
置
き
換
え

て
み
る
。
農
家
歴
15
年
、
5
代
目
女
系
農
家
、

毎
朝
4
時
に
起
き
て
収
穫
、
ト
マ
ト
の
み
10

種
類
を
栽
培
、
棚
田
で
作
る
米
…
な
ど
。
そ

れ
に
よ
り
、
そ
の
も
の
が
持
つ
魅
力
や
価
値

が
浮
き
彫
り
に
な
り
、
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て

人
に
伝
え
や
す
く
な
る
か
ら
だ
。
こ
れ
ら
を

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
学
ん
だ「
守
り
手
」
た
ち

は
、「
繋
ぎ
手
」
た
ち
に
自
身
の
商
品
の
プ
レ

ゼ
ン
を
行
い
、
実
際
に
取
引
も
行
わ
れ
た
。

こ
れ
で
琵
琶
湖
の
食
材
が
、
グ
ル
メ
に
な
る

道
筋
が
で
き
た
。
ま
た
、「
守
り
手
」
の
研
修

用
動
画
を
作
成
し
、
繋
ぎ
手
が
い
つ
で
も
県

産
食
材
に
つ
い
て
勉
強
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

湖
魚
×
県
産
農
産
物 

ど
の
よ
う
な
メ
ニ
ュ
ー
が
誕
生
し
た
か

　

２
０
２
３
年
度
は
30
店
舗
45
メ
ニ
ュ
ー
、

２
０
２
４
年
度
に
は
45
店
舗
71
メ
ニ
ュ
ー
を

販
売
し
て
い
る「
び
わ
湖
魚
グ
ル
メ
」。
琵
琶

湖
の
魚
と
県
産
農
産
物
を
使
う
と
い
う
ル
ー

ル
の
下
、
１
年
目
は
ラ
ン
チ
や
夕
食
の
単
品

メ
ニ
ュ
ー
、
コ
ー
ス
メ
ニ
ュ
ー
、
２
年
目
に

は
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
ー
な
ど
の
ス
イ
ー
ツ

や
、
ス
ー
パ
ー
で
販
売
す
る
か
き
揚
げ
な
ど

の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
、
子
ど
も
も
食
べ
や
す
い

巻
き
寿
司
な
ど
が
加
わ
り
、
メ
ニ
ュ
ー
数
が

増
え
る
だ
け
で
は
な
く
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も

強
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
実
は
１
年

目
で
出
て
き
た
課
題
が
、
２
年
目
で
も
解
決

さ
れ
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
使

わ
れ
る
湖
魚
の
種
類
の
偏
り
で
あ
る
。
１
年

目
も
２
年
目
も「
ビ
ワ
マ
ス
」
を
使
っ
た
メ
ニ

ュ
ー
が
特
に
多
く
見
ら
れ
た
。「
琵
琶
湖
の
宝

石
」
と
謳
わ
れ
る
ビ
ワ
マ
ス
は
サ
ケ
科
に
属

し
、
扱
い
や
す
く
見
映
え
も
い
い
。
食
材
の

選
択
は「
繋
ぎ
手
」
の
自
由
で
あ
る
が
、
こ
の

ま
ま
で
は
び
わ
湖
魚
グ
ル
メ
の
テ
ー
マ
で
あ

る「
使
用
食
材
は
四
季
に
応
じ
て
変
更
し
な

が
ら
、
季
節
を
楽
し
め
る
グ
ル
メ
を
提
供
す

る
イ
メ
ー
ジ
」を
実
現
し
て
い
る
と
は
言
い
難

く
な
る
。
１
年
目
の
メ
ニ
ュ
ー
を
見
て
、「
２

年
目
に
は
も
っ
と
色
々
な
湖
魚
を
使
っ
て
欲

し
い
」
と
繋
ぎ
手
た
ち
に
声
か
け
を
行
っ
た
。

結
果
、
２
年
目
で
使
用
さ
れ
た
魚
の
種
類
は
、

少
し
は
増
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
メ

ニ
ュ
ー
に
取
り
入
れ
た
の
は
ほ
と
ん
ど
が
、

元
々
湖
魚
の
扱
い
に
慣
れ
て
い
る
繋
ぎ
手
た

ち
の
み
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で「
な
ぜ
ビ
ワ

マ
ス
以
外
の
湖
魚
を
使
わ
な
い
の
か
？
」
と

質
問
を
投
げ
か
け
た
と
こ
ろ
、「
扱
っ
た
こ
と

が
な
い
」「
骨
が
多
い
魚
が
あ
る
し
、
に
お
い

を
ど
う
処
理
し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」

と
の
答
え
が
返
っ
て
き
た
。
滋
賀
県
で
料
理

人
を
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
誰
も
が
湖

魚（
淡
水
魚
）
の
扱
い
に
慣
れ
て
い
る
わ
け
で

は
な
か
っ
た
。
今
後
、
取
り
組
み
を
拡
大
す

る
に
あ
た
り
、
淡
水
魚
を
扱
え
る
料
理
人
を

増
や
す
こ
と
が
も
っ
と
も
重
要
な
課
題
だ
と

わ
か
っ
た
。

びわ湖魚グルメ
開発のルール
◯「湖魚」×「滋賀県産農産物」の
	 両方を使用したメニューとすること
◯年間提供※ができること
	（旬の湖魚と野菜・米・麦・
	 大豆などの組み合わせでグルメを
	 提供する）

※年間提供とは、同一メニューを年間提供する
のではなく、メニュー内容を固定化せず、使用
食材は四季に応じて変更しながら、季節を楽
しめるグルメを提供するイメージ

上・下右／第2回びわ湖魚グルメのお披露目会が、滋賀県知事や
多くのメディアを迎えて盛大に行われた　下左／生産者と地域
事業者が一体となっての地域食材を使ったこの「びわ湖魚グル
メ」の開発と発信に取り組んだ滋賀県が、2025年７月に発表さ
れた「じゃらんアワード」の「じゃらん ＯＦ ＴＨＥ ＹＥＡＲ 元気な
地域大賞」に選ばれた

着地型パンフレット「滋賀じゃらん」も
作成している
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3年目の目標 
〜合計100メニューを目指す〜

具体的には
◯スイーツなどグルメのバリエーション強化
◯現在販売しているコース料理に追加を強化
◯中食・テイクアウト（気軽に食べられる）の開発
◯宿泊プランのバリエーション強化
◯予約なしでも食べられるランチや夕食の開発
◯低利用魚（ニゴイ）などを活用した
　グルメ強化

びわ湖魚グルメ 
1年目&2年目の成果

2023年度  30店舗45メニュー
ランチや夕食・単品メニュー、コースメニュー、宿
泊プランを中心にグルメが誕生した。
販売結果  2024年2月8日〜12月31日まで
販売食数　　約18.5万食
販売金額 約8.8億円

2024年度  45店舗71メニュー
1年目にプラスしてスイーツやテイクアウトなど、
バリエーションをさらに強化した。
2025年2月1日より販売中

湖国天然あゆ土鍋ご飯
（佐知's  Pocket  知正庵／大津市）

朝恋トマトに牛ーっと詰め込んだグリル
（れすとらん 松喜屋／大津市）

スイーツ

宿泊

ランチ＆ディナー

湖国の恵みDEアフタヌーンティーセット
（びわ湖大津プリンスホテル／大津市）

琵琶湖のもろもろ湖魚天盛り合わせ
（東海道街道商い六代からっ風／大津市）

琵琶鱒43℃調理オーガニックサラダ風
（近江懐石  清元／大津市）

真近源平寿司
（ひさご寿し／近江八幡市）

琵琶湖産すじエビとごぼうのふっくらかき揚げ
（平和堂／県内8店舗）

琵琶鱒のなめろう茶漬け
（休暇村近江八幡／近江八幡市） 近江寿し割烹

（ひさご寿し／近江八幡市）

第2回  2024年度
びわ湖魚グルメメニュー 

一例
第1回より継続中のメニューを含む

テイクアウト＆お土産

かわいい巻き寿司
（かわいい巻き寿司食堂 teraitei／彦根市）
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て
い
て
、
料
理
を
す
る
対
象
に
も
な
っ
て
い

な
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
湖
魚
を
扱
い
始
め
た
の
は
20
年
ほ
ど

前
か
ら
で
す
が
、
最
初
は
友
だ
ち
に
な
っ
た

漁
師
さ
ん
か
ら
、
他
で
は
知
ら
れ
て
い
な
い

よ
う
な
食
べ
方
を
聞
い
た
り
す
る
と
こ
ろ
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
間
に
自
分

で
考
え
な
が
ら
扱
っ
て
き
た
経
験
値
が
あ
る

の
で
、
低
利
用
魚
に
つ
い
て
の
情
報
は
い
く

ら
で
も
シ
ェ
ア
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

湖
魚
が
お
い
し
い
魚
と
し
て
成
立
し
て
い
る

こ
と
が
広
ま
っ
て
、
１
人
で
も
２
人
で
も
料

理
を
す
る
人
が
増
え
れ
ば
、
そ
の
料
理
を
食

べ
る
人
は
も
っ
と
多
く
な
る
。
大
事
な
こ
と

は
琵
琶
湖
の
魚
は
食
べ
る
価
値
が
あ
り
、

我
々
も
そ
の
中
に
い
る『
琵
琶
湖
シ
ス
テ
ム
』

と
い
う
も
の
を
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
」（
ひ
さ
ご
寿
し　

川
西
豪
志
さ
ん
）。

　

３
年
目
、
２
０
２
５
年
度
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
で
は
川
西
さ
ん
ら
４
名
の
地
元
料
理
人

に
よ
る
講
習
が
組
ま
れ
た
。
川
西
さ
ん
は
、

長
い
時
間
を
か
け
て
培
っ
て
き
た
技
術
を
地

域
の
た
め
に
惜
し
む
こ
と
な
く
披
露
、
湖
魚

の
取
り
扱
い
方
を
目
の
前
で
教
え
て
く
れ
る

と
い
う
、
さ
な
が
ら
調
理
実
習
の
よ
う
な
場

に
な
っ
た
。
ま
た
、
県
を
あ
げ
て
の
事
業
に

参
画
す
る
意
味
や
、
大
手
ホ
テ
ル
な
ら
で
は

の
課
題
に
つ
い
て
、
別
の
講
師
か
ら
次
の
よ

う
な
話
も
共
有
さ
れ
た
。

 

「
私
ど
も
は
全
国
展
開
を
し
て
い
る
ホ
テ
ル

な
の
で
仕
入
れ
は
一
括
、
多
く
の
お
客
様
に

ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
ホ
テ
ル
に
と
っ
て
、

こ
う
い
っ
た
地
域
密
着
型
の
企
画
に
つ
い
て

は
、
食
材
の
安
定
供
給
へ
の
不
安
が
あ
り
ま

し
た
。
今
は
商
品
提
供
の
方
法
を
工
夫
す
る

こ
と
で
ク
リ
ア
し
て
い
け
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
1
年
目
は
宿
泊
プ
ラ
ン
の
和
食
で
、
2

年
目
は
参
加
者
に
中
国
料
理
の
方
が
い
な
か

っ
た
の
で
中
国
料
理
で
の
提
供
、
も
う
１
つ

は
地
元
の
方
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
ア
フ
タ
ヌ
ー

ン
テ
ィ
ー
の
メ
ニ
ュ
ー
を
開
発
し
ま
し
た
。

湖
魚
と
み
な
さ
ん
の
思
わ
れ
る
ス
イ
ー
ツ
を

ど
う
組
み
合
わ
せ
て
い
く
か
を
考
え
て
構
成

し
ま
し
た
。
お
い
し
い
は
当
た
り
前
、
楽
し

か
っ
た
と
帰
っ
て
い
た
だ
け
る
調
理
師
で
あ

り
た
い
、
五
感
を
刺
激
す
る
料
理
を
提
供
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
課
題
が

あ
る
中
で
も
参
画
す
る
こ
と
で
新
た
な
ス
テ

ー
ジ
に
進
め
、
ま
た
何
よ
り
も
若
い
シ
ェ
フ

や
パ
テ
ィ
シ
エ
た
ち
に
と
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
き
る
い
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
大
手
の

ホ
テ
ル
で
も
参
加
し
て
、
料
理
人
と
し
て
地

域
と
一
緒
に
や
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
」

（
び
わ
湖
大
津
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル　

料
飲
部
門
マ
ネ
ジ
ャ
ー　

土
屋　

翔
さ
ん
）。

 

「
び
わ
湖
魚
グ
ル
メ　

第
３

弾　

お
披
露
目
会
」
は
２
０

２
６
年
１
月
末
〜
２
月
上
旬

に
開
催
さ
れ
る
。

３
年
目
は
調
理
実
習
の
よ
う
な 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
湖
魚
に
挑
む

 

「
ビ
ワ
マ
ス
は
扱
い
や
す
い
魚
で
す
し
経
験

も
あ
る
と
思
う
の
で
、
こ
れ
を
使
っ
た
メ
ニ

ュ
ー
が
多
く
な
る
の
は
当
然
だ
と
思
い
ま
す
。

日
本
料
理
の
中
で
淡
水
魚
の
定
番
は
ア
ユ
や

鰻
で
、
そ
れ
以
外
の
魚
は
ほ
ぼ
教
科
書
に
載

っ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
み
ん
な
に
知
ら
れ

て
い
る
魚
は
、
広
く
料
理
を
さ
れ
て
い
る
か

ら
技
術
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
く
わ
け
で
す
。

琵
琶
湖
の
魚
は
、
郷
土
料
理
を
出
す
お
店
が

細
々
と
繋
い
で
き
ま
し
た
。
対
し
て
海
の
魚

は
多
く
の
地
域
で
大
量
に
扱
わ
れ
る
こ
と
で
、

そ
の
魚
に
つ
い
て
の
知
識
が
広
く
、
か
つ
早

く
共
有
さ
れ
、
結
果
と
し
て
３
日
後
、
４
日

後
で
も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
方
法
な
ど
も

確
立
し
て
き
ま
し
た
。
淡
水
魚
に
熟
成
の
方

法
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
扱
う
料
理

人
の
絶
対
数
が
多
く
な
い
と
確
立
し
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
淡
水
魚
の
調
理
方
法
は
進
化
し
て
こ

な
か
っ
た
の
で
す
。
ま
た
、
獲
れ
る
量
が
少

な
く
な
れ
ば
、
そ
れ
を
扱
え
る
料
理
人
も
少

な
く
な
る
の
で
、
そ
う
い
う
点
で
も
技
術
の

継
承
が
危
う
く
な
っ
て
い
く
。
琵
琶
湖
で
獲

れ
る
モ
ロ
コ（
ホ
ン
モ
ロ
コ
）
は〝
も
ろ
も
ろ

の
子
〞
と
い
う
意
味
で
、
か
つ
て
は
た
く
さ

ん
獲
れ
た
魚
で
す
が
30
年
の
間
に
漁
獲
高
が

極
端
に
落
ち
た
こ
と
に
よ
り
高
価
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
最
近
で
は
漁
獲
量
が
戻
り
つ
つ

あ
る
け
れ
ど
、
扱
え
る
料
理
人
の
数
が
今
で

は
少
な
す
ぎ
る
の
で
、
量
が
獲
れ
て
も
提
供

で
き
る
場
所
が
増
え
な
い
。
モ
ロ
コ
が
お
い

し
い
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
い
ま
ま
に
な
っ

ひさご寿しの川西さんによる、低利用魚を使った講習。「湖魚の体質
や、どこで、いつ獲ったかで扱いは異なるが、あまり難しく考えずに
使えるコツ」をワンポイントで伝授。「琵琶湖のハモ」と呼ばれる骨
の多いマジカ（ニゴイ）などを使い、骨切りやにおいを取る方法など
を、見るだけではなく参加者も実際に体験。20年かけて体得してき
た技を、地元事業者たちに文字通りシェアしてくれる場となった

第2回びわ湖魚グルメ
お披露目会の様子の
動画（JRC-TV）は
こちら
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ト
マ
ト
で「
滋
賀
県
の
料
理
」に 

赤
い
彩
り
を
添
え
る 

存
在
を
め
ざ
し
ま
す

 

「
朝
恋
ト
マ
ト
」と
い
う
ミ
デ
ィ
ト
マ

ト
を
、
切
り
替
え
時
期
を
除
き
周
年
栽

培
。
シ
ス
テ
ム
開
発
な
ど
を
手
が
け
る

親
会
社
の
技
術
を
生
か
し
、
ト
マ
ト
が

そ
の
時
欲
し
が
っ
て
い
る
環
境
や
適
量

の
水
や
り
を
行
う
こ
と
で
、
完
熟
し
た

甘
酸
っ
ぱ
く
大
き
な
ト
マ
ト
を
収
穫
し

て
い
ま
す
。
2
0
0
9
年
に
滋
賀
県
で

初
め
て
J※
G
A
P
の
認
証
を
取
得
、
持

続
可
能
な
農
業
生
産
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
地
元
だ
け
で
は
な
く
飲
食
店
の

方
に
も
も
っ
と
こ
の
ト
マ
ト
を
使
っ
て

ほ
し
い
と
第
2
回
か
ら
参
加
し
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
滋
賀
県
の
現

状
や
琵
琶
湖
を
取
り
巻
く
生
産
者
、
企

業
の
取
り
組
み
を
知
り
、
び
わ
湖
魚
グ

ル
メ
の
食
材
の
ひ
と
つ
と
し
て
朝
恋
ト

マ
ト
が
活
躍
で
き
る
場
所
が
あ
る
と
実

感
。
生
産
者
と
し
て
、
崩
れ
に
く
い
硬

さ
で
あ
る
こ
と
な
ど
調
理
を
す
る
上
で

気
に
な
る
と
思
わ
れ
る
点
に
つ
い
て
丁

寧
な
説
明
を
心
が
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、

い
く
つ
か
の
お
店
と
取
り
引
き
が
成
立
。

で
き
あ
が
っ
た
グ
ル
メ
を
家
族
揃
っ
て

食
べ
に
伺
い
、
美
し
い
彩
り
と
味
わ
い

を
生
か
し
た
ト
マ
ト
の
料
理
に
感
動
。

特
に
当
時
1
歳
半
の
息
子
に
、「
お
父
さ

ん
の
ト
マ
ト
」を
喜
ん
で
食
べ
て
も
ら

え
た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
な
い
想
い
出
に

な
り
ま
し
た
。
滋
賀
県
の
お
料
理
を
食

べ
た
方
が「
こ
の
ト
マ
ト
っ
て
あ
の
農

場
の
か
な
？
」と
思
っ
て
い
た
だ
け
る

存
在
に
な
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

※ 

Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
（
ジ
ェ
イ
・
ギ
ャ
ッ
プ
）:

Japan Good Agricultural Practices
（
日
本
の
良
い
農
業
の
取
り
組
み
）の
略
。

四
季
折
々
の
琵
琶
湖
の
湖
魚
。 

守
る
た
め
に
は 

次
世
代
の
育
成
も
課
題
で
す

　
琵
琶
湖
の
中
で
も
季
節
に
よ
っ
て
獲

れ
る
魚
は
変
わ
る
し
、
同
じ
魚
種
で
も

漁
法
に
よ
っ
て
味
が
違
う
。
そ
う
い
う

四
季
折
々
の
食
材
を
使
っ
て
も
ら
え
る

の
が
琵
琶
湖
な
ら
で
は
の
ご
当
地
グ
ル

メ
の
魅
力
で
す
。
し
か
し
今
は
環
境
が

変
わ
っ
て
、
琵
琶
湖
の
中
だ
か
ら
と
い

っ
て
安
定
し
て
魚
が
獲
れ
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
昔
と
は
獲
れ
る
タ
イ
ミ

ン
グ
が
ず
れ
る
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
欲
し

い
時
に
獲
れ
て
な
い
と
い
う
現
状
が
あ

り
ま
す
。
完
成
し
た
グ
ル
メ
は
１
年
目

も
２
年
目
も
ビ
ワ
マ
ス
の
人
気
が
高
い

で
す
が
、
漁
師
さ
ん
か
ら「
低
利
用
魚
」

も
た
く
さ
ん
使
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
声

が
出
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
回
か
ら
は
特

に
、
獲
れ
る
も
の
を
使
っ
て
い
こ
う
と

い
う
こ
と
も
目
標
に
入
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
い
う
低
利
用
魚
な
ど
の
活
用
も
で

す
が
、
そ
も
そ
も
漁
師
さ
ん
自
体
が
減

っ
て
い
る
の
で
、
次
世
代
の
漁
師
さ
ん

を
育
て
る
と
い
う
課
題
も
感
じ
て
い
ま

す
。

　
湖
魚
の
中
で
好
き
な
魚
は
ア
ユ
で
す
。

12
月
の
氷ひ

魚う
お
と
い
う
稚
魚
か
ら
始
ま
り
、

８
月
ま
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

４
月
〜
５
月
に
か
け
て
の
も
の
が
ク
セ

も
な
く
サ
イ
ズ
的
に
も
好
み
で
す
。
試

食
会
や
お
披
露
目
会
で
は
そ
う
い
っ
た

湖
魚
が
、
料
理
人
が
変
わ
る
こ
と
で
ま

っ
た
く
違
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
食
材
の
生
い
立
ち
と
か
、
昔
は
ど

の
よ
う
に
食
べ
ら
れ
て
い
た
と
か
、
勉

強
し
て
生
か
し
て
料
理
を
さ
れ
て
い
る
。

選
ぶ
器
の
セ
ン
ス
も
相
ま
っ
て
、
湖
魚

の
料
理
の
奥
深
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

ホ
テ
ル
の
総
力
を
結
集
し
て 

他
に
は
な
い
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
す 

い
い
機
会
に
な
り
ま
し
た

　
1
年
目
は
県
外
の
方
向
け
に
宿
泊
プ

ラ
ン
と
し
て
和
食
を
提
案
。
多
く
の
方

に
選
ば
れ
る
プ
ラ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

2
年
目
は
地
元
の
お
客
さ
ま
に
知
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
、
和
洋
中
製
菓

す
べ
て
の
部
門
の
シ
ェ
フ
で
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
行
い
、
ロ
ビ
ー
ラ
ウ
ン
ジ
で
の

ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
ー
と
い
う
意
見
が

出
ま
し
た
。
湖
魚
を
使
う
の
も
珍
し
い

し
面
白
い
か
ら
や
っ
て
み
よ
う
と
。
実

は
1
年
目
は
和
食
を
考
案
さ
れ
た
と
こ

ろ
が
多
か
っ
た
の
で
ど
こ
も
や
っ
て
い

な
い
、
こ
の
ホ
テ
ル
な
ら
で
は
の
メ
ニ

ュ
ー
を
提
案
し
た
い
気
持
ち
も
あ
り
ま

し
た
。
ボ
リ
ュ
ー
ム
や
色
味
を
考
え
て

何
度
も
試
作
を
重
ね
ま
し
た
。
食
材
だ

け
で
な
く
郷
土
料
理
も
使
い
、
ホ
テ
ル

の
全
レ
ス
ト
ラ
ン
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
詰
ま

っ
て
い
ま
す
。「
見
た
目
が
美
し
い
」「
ふ

だ
ん
こ
う
い
う
形
で
食
べ
た
こ
と
が
な

か
っ
た
」と
い
う
声
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
近
隣
の
ホ
テ
ル
同
士
で
も
同
じ

企
画
に
参
画
す
る
こ
と
で
、
同
じ
も
の

湖
魚
と
滋
賀
県
産
の
農
産
物
を
使
い
、
地
域
で
行
う
グ
ル
メ
開
発
が
始
ま
っ
て
３
年
目
。

生
産
者
、
事
業
者
、
行
政
の
担
当
者
に
、
戸
惑
い
、
苦
労
、
達
成
感
、

そ
し
て
新
た
な
課
題
へ
の
挑
戦
な
ど
、
リ
ア
ル
な
思
い
を
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

び
わ
湖
魚
グ
ル
メ
開
発
に

取
り
組
ん
だ

地
域
の
声
を
聞
い
て
み
よ
う

朝恋トマトを使った料理一例（れすとらん 松喜屋の
「朝恋トマトに牛ーっと詰め込んだグリル」）

守り手より

守り手より

繋ぎ手より

浅小井農園／
近江八幡市
木村  知さん

滋賀県
漁業協同組合連合会

指導部  観光流通部
地村由紀人さん

びわ湖大津
プリンスホテル／大津市

料飲部門マネジャー
土屋　翔さん
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サ
ー
モ
ン
が
全
国
に
あ
り
、
ど
こ
に
行

っ
て
も
必
ず
出
て
く
る
の
で
飽
き
た
、

と
い
う
話
を
人
か
ら
聞
い
た
時
に
、
何

か
１
つ
の
食
材
の
魅
力
で
人
を
動
か
す

の
は
難
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
び
わ
湖

魚
グ
ル
メ
は
、
参
画
し
た
こ
と
で
お
客

さ
ん
が
大
き
く
増
え
た
と
い
う
よ
り
も
、

淡
水
魚
を
食
べ
た
い
と
い
う
明
確
な
意

思
を
持
っ
て
お
店
を
探
し
て
こ
ら
れ
る

方
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
ひ
し
ひ
し
と

感
じ
て
い
ま
す
。

ま
だ
知
ら
れ
ざ
る 

滋
賀
県
の
食
材
を
地
元
の
人
に 

も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い

　
私
が
育
っ
た
湖
岸
沿
い
で
は
、
ど
の

家
に
も
昔
は
ゴ
リ
を
獲
る
仕
掛
け
が
あ

り
ま
し
た
。
今
は
外
来
魚
が
増
え
た
こ

と
で
湖
魚
が
減
っ
て
し
ま
い
地
元
で
も

手
に
入
り
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

お
店
の
主
力
で
あ
る
巻
き
寿
司
を
琵
琶

湖
の
魚
で
作
る
こ
と
が
夢
で
し
た
。
参

加
は
第
２
回
か
ら
で
す
が
、
知
っ
て
い

た
ら
１
回
目
か
ら
絶
対
参
加
し
て
い
ま

し
た
！
湖
魚
を
ど
こ
か
ら
仕
入
れ
た
ら

い
い
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
漁
連
の

に
な
ら
な
い
よ
う
に
グ
ル
メ
開
発
を
し

て
い
く
。
自
分
た
ち
の
幅
も
広
が
り
ま

す
し
、
地
域
の
た
め
に
も
あ
り
が
た
い

企
画
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

琵
琶
湖
の
淡
水
魚
を 

食
べ
て
み
た
い
と
訪
れ
る
人
が 

増
え
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す

　
湖
魚
は
今
か
ら
20
年
程
前
か
ら
扱
い

始
め
ま
し
た
。
地
元
に
戻
っ
て
き
て
か

ら
、
あ
る
野
菜
を
京
都
の
中
央
卸
市
場

で
発
注
し
た
ら
、
こ
の
近
江
八
幡
産
の

も
の
が
届
い
た
。
食
材
は
市
場
に
集
ま

っ
て
く
る
も
の
を
買
い
に
行
く
と
い
う

の
が
そ
の
頃
の
日
本
料
理
界
で
は
常
識

だ
っ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
は
ま
ず
地
元

で
探
さ
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
た
の

が
き
っ
か
け
で
す
。
２
０
２
３
年
に
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
た
時
に
は

か
な
り
の
湖
魚
を
メ
ニ
ュ
ー
に
入
れ
て

い
ま
し
た
。
か
つ
て
の
外
食
は
、
ふ
だ

ん
食
す
る
こ
と
の
な
い
も
の
を
味
わ
う

贅
沢
の
た
め
の
場
で
あ
っ
て
、
家
で
食

べ
て
い
た
湖
魚
を
わ
ざ
わ
ざ
外
で
食
べ

た
い
と
思
わ
な
い
わ
け
で
す
。
と
こ
ろ

が
地
元
で
も
な
か
な
か
食
べ
ら
れ
な
く

な
っ
て
く
る
と
、
も
う
一
度
食
べ
た
い

と
か
、
今
ま
で
と
は
違
う
料
理
で
食
べ

て
み
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
る
。
旅
行

者
な
ら
旅
先
の
も
の
を
食
べ
た
い
と
い

う
素
朴
な
欲
求
が
あ
る
。
今
は
ご
当
地

方
が
湖
魚
の
仕
入
れ
先
を
紹
介
し
て
く

れ
た
の
が
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。
使

う
の
は
ビ
ワ
マ
ス
、
コ
イ
、
ゴ
リ
。
湖

魚
は
骨
が
多
い
の
で
し
っ
か
り
見
て
取

り
除
い
て
お
ぼ
ろ
に
し
て
い
ま
す
。
手

が
か
か
る
け
ど
、
ふ
だ
ん
湖
魚
を
食
べ

な
い
よ
う
な
小
さ
な
子
ど
も
も
食
べ
て

く
れ
ま
す
。
巻
き
寿
司
の
絵
柄
は
無
限

に
で
き
ま
す
が
、
ひ
こ
に
ゃ
ん
、
キ
ャ

ッ
フ
ィ
ー
、
い
し
だ
み
つ
に
ゃ
ん
な
ど

ご
当
地
キ
ャ
ラ
に
湖
魚
を
使
っ
て
い
ま

す
。
海
苔
以
外
は
す
べ
て
滋
賀
県
産
と

言
う
と
驚
か
れ
ま
す
ね
。
こ
の
企
画
に

参
加
し
て
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
食
材

が
あ
る
と
知
り
ま
し
た
。
地
元
の
人
に
、

滋
賀
県
に
は
こ
ん
な
に
誇
れ
る
も
の
が

あ
る
ん
だ
と
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。
巻

き
寿
司
が
そ
の
機
会
の
ひ
と
つ
に
な
れ

た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
の
人
で
も
食
べ
や
す
い 

新
し
い
郷
土
料
理
。
ま
ず
は 

地
元
の
人
に
食
べ
て
ほ
し
い
で
す

　
琵
琶
湖
の
湖
魚
と
農
産
物
を
組
み
合

わ
せ
た
郷
土
料
理
は
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
ま
で
の
調
理
法
だ
け
で
は
今
の
人
に

は
あ
ま
り
食
べ
て
も
ら
え
な
い
。
こ
の

企
画
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
と
は
違
っ
た

料
理
が
誕
生
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
地
元

の
人
に
食
べ
て
も
ら
い
、
ゆ
く
ゆ
く
は

滋
賀
県
と
言
え
ば「
び
わ
湖
魚
グ
ル
メ
」

と
い
う
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
３
年
目
の
今
年
は

「
低
利
用
魚
の
活
用
」も
テ
ー
マ
に
。
な

じ
み
の
な
い
魚
が
多
い
の
で
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
湖
魚
の
扱
い
に
詳
し
い

事
業
者
さ
ん
に
講
師
を
お
願
い
し
ま
し

た
。
普
段
質
問
で
き
る
機
会
は
な
か
な

か
な
い
の
で
、
こ
う
い
う
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
の
場
は
貴
重
と
い
う
声
を
聞
い
て

い
ま
す
。
た
だ
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

参
画
条
件
と
し
て
い
る
た
め
に
、
個
人

経
営
の
お
店
は
参
加
が
難
し
く
、
参
画

事
業
者
の
地
域
的
な
偏
り
も
み
ら
れ
る
。

び
わ
湖
魚
グ
ル
メ
の
認
知
度
ア
ッ
プ
と

と
も
に
今
後
の
大
切
な
課
題
で
す
。

かわいい巻き寿司。彦根市キャラクター「ひこにゃん」（左）、
滋賀県のキャラクター「キャッフィー」（右）

にぎり12種と10種の料理の近江寿し割烹

全11品からなる湖国の恵みDEアフタヌーンティーセット

繋ぎ手より

繋ぎ手より

滋賀県庁より

かわいい巻き寿司食堂
teraitei／彦根市
オーナーシェフ
寺居裕香さん

ひさご寿し／
近江八幡市

代表
川西豪志さん

滋賀県庁
農政課　

企画・世界農業遺産係
岡村貴司さん
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淡
路
島
の
冬
の
風
物
詩
と
し
て
な
く
て
は

な
ら
な
い
存
在
で
あ
る「
淡
路
島
３
年
と
ら

ふ
ぐ
」。
誕
生
し
て
か
ら
お
よ
そ
25
年
。「
３

年
」
と
入
れ
た
こ
と
で
、
他
の
養
殖
ふ
ぐ
と

は
違
う
こ
と
が
す
ぐ
に
伝
わ
る
ネ
ー
ミ
ン
グ

だ
。
３
年
に
は
何
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

　

と
ら
ふ
ぐ
は
２
年
で
出
荷
す
る
の
が
一
般

的
。
し
か
し
25
年
ほ
ど
前
に
成
長
の
悪
い
年

が
あ
り
、
そ
の
ま
ま
す
べ
て
出
荷
し
て
も
採

算
が
合
わ
な
い
こ
と
か
ら
、
生
産
者
で
あ
る

若
男
水
産
で
は
、
残
っ
た
分
を
も
う
1
年
長

く
養
殖
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
養
殖
期
間

を
も
う
1
年
か
け
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ

だ
け
リ
ス
ク
も
ま
た
増
え
る
と
い
う
こ
と
。

南
あ
わ
じ
市
周
辺
は
水
温
が
低
く
、
特
に
運

動
量
が
減
る
冬
場
は
エ
サ
を
食
べ
る
こ
と
で

内
臓
に
負
担
が
か
か
っ
て
し
ま
う
。
身
が
脂

肪
ば
か
り
に
な
っ
た
り
、
ふ
ぐ
が
弱
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
多
い
た
め
だ
。
そ
こ
で
冷
た
い

水
の
中
で
運
動
量
が
減
る
２
年
目
は
エ
サ
の

量
を
少
な
く
す
る
こ
と
で
、
脂
肪
分
を
蓄
え

さ
せ
ず
内
臓
に
も
負
担
を
か
け
ず
に
育
て
る

こ
と
に
。
そ
の
分
長
生
き
さ
せ
る
こ
と
で
、

一
般
的
な
養
殖
と
ら
ふ
ぐ
の
1
・
5
倍
〜
2

倍
の
大
き
さ
に
育
て
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

成
長
に
合
わ
せ
て
生
け
簀
の
位
置
を
変
え
、

エ
サ
に
も
こ
だ
わ
り
、
ふ
ぐ
同
士
が
傷
つ
け

合
わ
な
い
よ
う
鋭
い
歯
を
1
匹
ず
つ
切
る
な

ど
、
手
間
を
惜
し
ま
な
い
育
て
方
で
お
い
し

さ
で
も
天
然
モ
ノ
に
ひ
け
を
取
ら
な
い
味
わ

　

港
町
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
神
戸
だ
が
、
神

戸
沖
は
六
甲
山
系
か
ら
の
水
と
瀬
戸
内
海
の

海
流
が
ぶ
つ
か
る
こ
と
で
多
く
の
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
が
発
生
し
豊
か
な
漁
場
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
獲
れ
た
し
ら
す
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
や

タ
ン
パ
ク
質
、
ビ
タ
ミ
ン
D
な
ど
を
多
く
含

み
、
漁
獲
量
は
全
国
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
と

い
う
。
神
戸
の
他
に
は
、
淡
路
や
大
阪
の
漁

船
も
集
ま
っ
て
漁
が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
朝
4
時
に
漁
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
、
実
は
神
戸
の
漁
師
の
船
だ
け
。
26
組

の
神
戸
の
漁
船
以
外
が
網
を
入
れ
ら
れ
る
の

は
、
夜
が
明
け
て
か
ら
。
季
節
に
よ
っ
て
は

朝
4
時
よ
り
も
ず
っ
と
あ
と
の
時
間
に
な
ら

な
い
と
漁
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

朝
4
時
に
網
を
入
れ
て
獲
っ
た
し
ら
す
は
、

朝
ご
は
ん
で
あ
る
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
ま
だ
食

べ
る
前
の
状
態
な
の
で
、
身
の
透
明
度
が
高

く
、
釜
揚
げ
を
し
て
も
白
く
美
し
い
。

　

神
戸
の
若
手
漁
師
が
集
ま
っ
て
立
ち
上
げ

た「K

コ
ウ
ベ

O
BE P

ペ
ア

A
IR T

ト
ロ
ー
リ
ン
グ
ス

RA
W

LIN
GS

」
は
、

こ
の
し
ら
す
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
し
よ
う

と
考
え
た
。
こ
ん
な
に
お
い
し
い
魚
が
獲
れ

る
の
に
、
残
念
な
が
ら
神
戸
産
の
認
知
度
は

高
く
な
い
。
他
の
エ
リ
ア
の
漁
船
で
は
で
き

な
い
、
神
戸
の
漁
師
だ
か
ら
こ
そ
獲
る
こ
と

の
で
き
る
し
ら
す
だ
と
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。

そ
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
付
け
ら
れ
た
名
前

は「
神
戸
夜
明
け
の
し
ら
す
」。
２
０
２
２
年

７
月
に
デ
ビ
ュ
ー
を
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
３
年
、
垂
水
漁
港
の
直
売
所
で

の
販
売
の
ほ
か
、
有
馬
温
泉
の
宿
や
飲
食
店

な
ど
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
で
し
ら
す
丼
と
し
て
販
売
す
れ
ば
４
０

０
食
が
２
時
間
で
完
売
、
リ
ピ
ー
タ
ー
も
い

る
。
賞
味
期
限
が
短
い
た
め
、
販
路
の
拡
大

が
課
題
だ
が
、
認
知
度
は
少
し
ず
つ
高
く
な

っ
て
い
る
と
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
と
い
う
。

淡路島の宿や
お店、通販で
味わえる

朝4時に網を入れられることで、こんなに
透明度の高いしらすが獲れる

〝
生
産
者
の
当
た
り
前
〟（＝
潜
在
的
価
値
）に
潜
む

キ
ラ
ー
ワ
ー
ド
が
生
か
さ
れ
た

ブ
ラ
ン
ディ
ン
グ
３
例

多
く
の
生
産
者
は
口
下
手
で
、
み
ん
な
の
前
で
は
あ
ま
り
語
っ
て
は
く
れ
な
い
と
い
う
。

け
れ
ど
、
一
対
一
な
ら
貴
重
な
話
が
聞
け
る
こ
と
も
。

そ
し
て
そ
こ
に
は
貴
重
な
お
宝
が
潜
ん
で
い
た
り
す
る
の
だ
。

神
戸
沖
の
し
ら
す
漁
。
朝
４
時
に

網
を
入
れ
ら
れ
る
の
は
神
戸
の
漁
師
だ
け

２
年
で
出
荷
す
る
と
ら
ふ
ぐ
を
も
う
１
年

育
て
て
み
た
ら
、天
然
モ
ノ
顔
負
け
の
味
わ
い
に

兵
庫
県
神
戸
市

兵
庫
県
南
あ
わ
じ
市

神
戸
夜
明
け
の
し
ら
す

淡
路
島
３
年
と
ら
ふ
ぐ

命
名

命
名

神戸夜明けの
しらす丼
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い
を
実
現
。
た
だ
、
大
き
さ
や
お
い
し
さ
が

増
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
他
県
産
の
と
ら

ふ
ぐ
と
差
別
化
さ
れ
ず
、
価
格
に
も
反
映
さ

れ
な
い
と
い
う
課
題
が
残
っ
た
。
そ
こ
で
と

ら
ふ
ぐ
の
養
殖
に
か
か
わ
る
仲
間
た
ち
と
議

論
を
重
ね
た
末
に「
淡
路
島
３
年
と
ら
ふ
ぐ
」

と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
が
生
ま
れ
た
。

ぼ
っ
た（
じ
ゃ
ら
ん
n
e
t
香
美
町
宿
泊
デ

ー
タ
よ
り
ノ
ド
グ
ロ
付
き
プ
ラ
ン
合
計
）。

上／キス場のノド横断幕
左／キス場のノドづくし
料理プラン

若男水産の前田若男さん。「淡
路島３年とらふぐ」の商標登録
は福良漁業協同組合として行っ
ている

淡路島3年とらふぐ。右から1年
物、2年物、3年物

じゃらんリサーチセンター　
客員研究員
ご当地グルメ開発プロデューサー

田中優子
たなかゆうこ

全国各地で、食の専門家として、食のブランディ
ングやご当地グルメ開発やご当地宿泊プラン造
成を実施。行政や事業者の皆さんと一緒に０か
ら１を共創することが大好き。魚をこよなく愛し、
最近は漁師向けのセミナーや、県の「推し魚」選
定委員なども務めている。

担当プロデューサーより

観光において食のブランド戦略は不可欠。
一方、地球温暖化の影響で食材が獲れな
い、獲れる時期や食材の変化などが著しい。
地域もそして観光客も、このような変化を受
け入れなくてはならない時がきている。
これまでのように、安定的にひとつの決ま
った食材が手に入らない。少量多品目の農
作物、低利用魚や未利用魚など、今まで料
理人が使ったことがない食材にもチャレンジ
することも必要になる。そして、それらの食
材を観光客の来訪目的になるようなグルメに
していかねばならない。そのためには、生産
者と料理人がタッグを組んで「おいしいで海
を守る」ことにプラスして、食文化の再編集、
海域特徴の深堀、養殖や畜養など、サステ
ナブルな取り組みをストーリー化していくこ
とが必要である。このストーリーはブランド
価値の源泉であり、それ自体が観光資源と
なり得る。そして、地域ならではの魅力的な
ブランドとして来訪目的になるのだ。
このようにこれからの時代には、世の中の
変化に適応する力と、変化を逆手にとり、価
値に変えていく発想が求められる。今回紹介
している「びわ湖魚グルメ（11カ月で約18万
食、約8億円の売上）」「うずの幸グルメ（2年
9カ月で約11万食、約30億円の売上）」は、
まさに、ひとつのブランド食材に頼るのでは
なく、地域の人が地域の魅力を再編集するこ
とで、ブランド化し来訪実績を伸ばしている
事例になる。
今年度「びわ湖魚グルメ」では、通常、競合
関係にある地元の料理人同士が、料理の技
術や取り扱いの工夫や知恵を惜しみなく共
有するワークショップを開催している。これ
からは、このように地域の知恵と協働による
開発の仕組みを地域で作っていかなければ
ならない。そして、それらを未来に残していく
ような地域ならではの本当のご当地グルメを
創っていきたい。

「現場は“宝の山”である！」
生産者から出てくる

「キラーキーワード」
料理人から語られる「ストーリー」
単なる情報と思えるものを
価値に変える。それこそが
ブランディングにつながる。

兵
庫
県
香
美
町

　

兵
庫
県
の
北
部
、
日
本
海
に
面
し
た
香
美

町
は
、
四
季
を
通
じ
て
豊
富
な
魚
が
水
揚
げ

さ
れ
、
魚
種
の
多
様
さ
も
自
慢
。
ズ
ワ
イ
ガ

ニ
、
ホ
タ
ル
イ
カ
、
マ
ト
ウ
ダ
イ
…
。
中
で

も「
日
本
海
の
赤
い
宝
石
」「
白
身
の
ト
ロ
」

と
謳
わ
れ
る
ノ
ド
グ
ロ
に
は
、
こ
の
地
だ
け

の
呼
び
名
が
あ
る
。
そ
れ
が「
キ
ス
場
の
ノ

ド
」
だ
。
高
級
魚
で
あ
る
ノ
ド
グ
ロ
だ
が
、

地
元
漁
師
に
よ
れ
ば
、
こ
の
地
域
の
ノ
ド
グ

ロ
は
他
の
地
域
の
も
の
と
は
違
う
と
い
う
。

香
住
の
ノ
ド
グ
ロ
は
大
き
い
の
が
特
徴
で
、
そ

れ
は
大
き
な
キ
ス（
ニ
ギ
ス
）
を
エ
サ
に
し
て

い
る
か
ら
。
そ
の
上
、
脂
の
乗
り
も
い
い
と

い
う
。
漁
師
さ
ん
の
間
で
は
当
た
り
前
に
使

わ
れ
て
い
る「
キ
ス
場
の
ノ
ド
」。
し
か
し
な

じ
み
の
な
い
立
場
で
聞
い
て
み
れ
ば
、「
そ
れ

は
何
!?
」
と
疑
問
を
抱
か
ず
に
い
ら
れ
な
い

ほ
ど
強
烈
な
イ
ン
パ
ク
ト
だ
。

　

こ
の
エ
リ
ア
で
ノ
ド
グ
ロ
を
提
供
し
て
い

る
宿
泊
施
設
に
よ
れ
ば
、
お
い
し
い
料
理
法

は
た
く
さ
ん
あ
り
、
刺
身
、
煮
付
け
、
し
ゃ

ぶ
し
ゃ
ぶ
、
茶
漬
け
な
ど
何
で
も
で
き
る
と

い
う
。
そ
こ
で
Ｊ
Ｒ
Ｃ
で
グ
ル
メ
開
発
を
担

当
す
る
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
田
中
優
子
は
消
費

者
目
線
で
の
調
査
デ
ー
タ
も
参
考
に
魅
力
を

再
定
義
。
こ
の
呼
び
名
を
そ
の
ま
ま
ブ
ラ
ン

ド
化
し
、
料
理
民
宿
や
旅
館
な
ど
で
、
個
性

豊
か
で
多
彩
な
調
理
方
法
で
提
供
す
る「
キ

ス
場
の
ノ
ド
づ
く
し
プ
ラ
ン
」
を
誕
生
さ
せ

た
。
販
売
実
績
は
２
０
１
６
年
４
月
〜
２
０

２
１
年
５
月
の
約
５
年
間
で
１
万
２
０
８
７

人
泊
・
２
億
３
５
４
５
万
４
０
２
１
円
に
の

キ
ス
の
漁
場
に
い
る
脂
ノ
リ
ノ
リ
の
大
き
な
ノ
ド
グ
ロ
を

漁
師
さ
ん
が
こ
う
呼
ん
で
る
か
ら
…
…

キ
ス
場
の
ノ
ド

命
名



       「地域社会の巻き込み」から始めよう ［Explore Edmonton＠カナダ］Vol.2

世界各国で活躍するDMOの先進的な取り組みをひも解き、私たちの糧にすることを目指す連載企画。
今回お話をうかがったのは、カナダ・エドモントン市のDMO・Explore Edmonton。

観光基本計画の策定時をはじめ、「地域社会本位」を徹底した彼らの活動姿勢から学べることとは？
DMO専門家2人のインタビュー振り返り対談から、DMO躍進の第一歩が見えてくる！

イラスト／武曽宏幸

持続可能な「DMO経営」学 ver. 2.0

世界の先進事例に迫る！

DMO最前線

おおすか・しん●米国系航空会社、日系設備
会社などを経て2018年より地域連携DMO
の（一社）秋田犬ツーリズムへ。2022年3月ま
で事務局長を務めた後、同年4月より（公社）
日本観光振興協会へ。企画政策や交流促進
を担当した後、観光地域づくり・人材育成部
門観光地域マネジメント担当としてDMOの
サポート、海外事例などの情報発信などを手
がける。Destinations InternationalのSocial 
Impact Committee所属

（公社）日本観光振興協会  
事業推進グループ
観光地域づくり・人材育成部長

大須賀 信さん

も
り
な
る
ん

オ
ー
ス
カ
氏

Executive Director of 
Destination Stewardship

Melissa Radu
観光基本計画の戦略的リーダーシップ
とビジョン策定に携わる。持続可能な
地域開発の修士号と温室効果ガス測
定・報告・検証のディプロマ取得。過去
にはスペインにてオーバーツーリズムや
持続可能な観光戦略を研究

エドモントン市
カナダ・アルバータ州の州都で、人口は
約97万人。周辺地域を含めて「エドモン
トン首都圏（グレーター・エドモントン
圏）」と呼ばれる広域都市圏全体では約
130万人に上る。先住民族の居住地で
もあり、都市部の先住民人口としてはカ
ナダ第2位の規模を誇る。石油・ガス産
業の中心地として発展し、近年は産業が
多様化。観光・ビジターエコノミーも地
域の繁栄に不可欠な要素と位置付けて
いる。先住民族の集いの場であるノー
ス・サスカチュワン川流域と渓谷に代表
される豊かな自然、北米最大級の複合
観光施設や文化・芸術施設、年間50以
上のイベントなどを目的に、2019年に
は同市に600万人以上が来訪。

エドモントンDMO
エドモントン市を拠点に活動。催事の
企画運営やコンベンション施設の運営、
観光商品の開発・運営まで手掛ける。
観光基本計画（TOURISM MASTER 
PLAN EDMONTON 2021–2030）の
策定に際しては、800人以上への住民
調査、多岐にわたる業界の150人以上
の関係者への意見聴取を実施。地域社
会との関係性構築・連携・関与を基本
姿勢として策定を進めた。

Explore Edmonton
  カナダ・アルバータ州エドモントン市

今回取り上げる海外DMOは…
ＤＭＯ専門家
２人が
ナビゲート

もり・なるひと●2013年4月より経済同友会
の被災地支援プロジェクトにて被災地気仙
沼市へ出向。地元人材育成や観光振興、6次
産業化など地域活性に携わる。2017年4月
より地域DMOの（一社）気仙沼地域戦略の
理事・CFOに着任、気仙沼市復興アドバイザ
ーも務める。2018年12月より観光庁の広域
周遊観光促進専門家派遣に登録。2023年
より先駆的DMOの専門家として地域に伴走

じゃらんリサーチセンター 
研究員

森 成人

エドモントン

モントリオール

バンクーバー

トロント

カナダ

アメリカ
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「
訪
れ
て
よ
し
」
に
閉
じ
な
い
、 

多
角
的
な
視
点
を
も
ち
た
い

　
今
回
は
カ
ナ
ダ
で
活
動
さ
れ
て
い

るExplore Edm
onton

（
以
下
、

エ
ド
モ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）
のM

elissa

（
以

下
、
メ
リ
ッ
サ
）
さ
ん
に
取
材
し
ま
し
た
。

こ
こ
は
地
域
社
会
と
の
関
係
性
構
築
の
レ

ベ
ル
が
高
い
と
こ
ろ
が
ま
ず
興
味
深
い
点

で
す
。
Ｑ
１
に
あ
る
よ
う
に
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の

事
業
活
動
に
お
け
る
関
係
者
が
観
光
に
関

連
す
る
業
界
の
人
に
閉
じ
て
お
ら
ず
、
住

民
参
加
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
る
。
日

本
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
は
視
線
の
向
く
先
が
違
う

の
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　
た
と
え
ば
観
光
基
本
計
画
を
立
て

る
に
あ
た
っ
て
意
見
を
募
っ
た
り

説
明
す
る
に
し
て
も
、
日
本
だ
と
宿
泊
事

業
者
や
商
工
会
議
所
、
行
政
レ
ベ
ル
の
集

ま
り
に
と
ど
ま
る
で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
が

エ
ド
モ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
は
当
然
の
よ
う

に
住
民
向
け
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
意
識

調
査
を
し
て
い
る
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
環
境
保
護

団
体
を「
観
光
業
界
の
関
係
者
」
だ
と
す
る

意
識
は
、
日
本
に
は
な
い
も
の
で
す
よ
ね
。

な
ぜ
か
な
っ
て
考
え
る
と
、「
観
光
と
は
来

て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
」
と
い
う
点
に
フ

ォ
ー
カ
ス
し
て
い
る
か
ら
だ
と
思
う
ん
で

す
。
入
れ
込
み
客
数
と
か
消
費
額
が
重
要

で
、
そ
の
先
の
た
と
え
ば
Ｑ
３
の
話
の
よ

う
に「
誰
が
恩
恵
を
受
け
る
の
か
」
ま
で
意

識
が
向
い
て
い
な
い
。

　
「
訪
れ
て
よ
し
」
の
地
域
づ
く
り
に

集
中
し
す
ぎ
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。

私
自
身
に
も
そ
う
い
う
意
識
が
あ
る
な
と

ハ
ッ
と
し
ま
し
た
。
エ
ド
モ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｍ

Ｏ
で
は
地
元
の
観
光
体
験
が
で
き
る
住
民

向
け
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た（
Ｑ
５
）
と
い

う
話
も
あ
り
、
視
線
が
住
民
に
向
い
て
い

て「
訪
れ
て
よ
し
〜
住
ん
で
よ
し
」
が
連
動

し
て
い
る
。
観
光
戦
略
を
立
て
る
う
え
で
、

「
す
べ
て
の
土
台
は
地
域
社
会
・
住
民
で
あ

る（
Ｑ
２
）」
っ
て
い
う
こ
と
を
さ
ら
っ
と

お
話
し
に
な
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
日
本
で

は
な
か
な
か
出
て
こ
な
い
言
葉
だ
な
ぁ
と

思
い
ま
し
た
。

　
各
国
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
見
て
み
る
と
、

北
米
は
住
民
に
観
光
を
理
解
し
て

も
ら
う
取
り
組
み
を
日
常
的
に
し
て
い
る

こ
と
が
多
い
印
象
。
だ
か
ら
観
光
ア
ン
チ

層
が
少
な
い
し
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

問
題
が
起
き
に
く
い
理
由
で
も
あ
る
と
思

う
ん
で
す
。
観
光
が
地
域
に
と
っ
て
い
か

に
重
要
か
を
常
日
頃
か
ら
き
ち
ん
と
説
明

し
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。

　
お
話
を
聞
い
て
思
い
出
し
た
の
は
、

私
が
宮
城
県
気
仙
沼
市
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ

に
携
わ
っ
た
当
初
の
こ
と
。
当
時
は
気
仙

沼
を
訪
れ
た
観
光
客
の
発
地
や
目
的
、
宿

泊
日
数
な
ど
の
デ
ー
タ
が
何
も
な
い
状
況

Q1 観光基本計画の策定にあたっては、
どんな方たちから
意見を聞きましたか？

Answer
観光関連事業者のみならず、
幅広い層から意見を収集。
これがよりよい戦略策定につながりました
　非常に多様な関係者を計画の設計段階から巻き込ん
だ点が特徴であり、成功要因だと考えています。高等教育
機関、環境NGO、社会NGO、複数レベルの政府機関、業
界団体、地域住民など、幅広い層の意見を収集しました。
　たとえば従来型の典型的な観光経済は、宿泊施設、交
通事業者、観光施設、土産店といった観光関連事業者に
よって形成されています。自然環境の保護に取り組む人
は、この従来の観光関係者には含まれません。しかし、
豊かな自然も大切な観光資源であるエドモントンにおい
ては、彼らも観光に関して重要な役割を担います。だから
こそエドモントンでは、従来とは異なる手法をとる必要が
あると考えたのです。
　当初は「自分は観光に関係がない」と話す人もいました。
そういう方には「旅先ではどこを訪れ、どこで食事をし、何
をして過ごしますか？」と問いかけ、レストランや農産物直
売所なども観光関係者の一員なのだから共に考えましょ
うと伝えることから始めました。

Q2 多様な関係者との連携や合意形成を重視する理由は？
Answer
地域全体が豊かになる「エコシステム」の
構築を目指しているためです
　地域社会との連携を重視する根底には、「人々が訪れ
たいと思う場所は、住みたい、働きたい、ビジネスをした
い、投資したいと思える場所である」という考えがありま
す。こうした「エコシステム」を構築することが、私たちの
観光戦略の基盤となっています。観光客のための街づく
りを行うのではなく、市民のQOLも向上する地域をつくり、
地域を繁栄させることが私たちの重要な役割なのです。
　そしてこのエコシステムのすべての土台になるものは、
地域社会・住民です。彼らこそがエドモントン最大の観光
大使なのですから。だからこそ、あらゆる計画を立てるう
えではまず「地域社会や住民の声を聞くこと」から始める
というのが最も大切だと考えています。
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Q3 観光が地域の発展に結びつくよう、
行っていることは
ありますか？

Answer
観光による経済的な恩恵を、
地域に最大限に広めるための施策です
　私たちは単に観光客を増やし、消費額を増加させるこ
とだけではなく、「そのお金が地域にどれだけ残るのか」

「誰が恩恵を受けるのか」という点を重視しています。
　そのため、たとえば市内でイベントや展示会を開催す
る場合は、地元事業者が参加しやすいように出展費用を
割引きにする措置をとっています。また、私たちDMO自身
の企業調達計画においては、地元企業の優先順位を高
く設定しています。この他に優先する企業として、先住民
族企業、LGBTQ＋や黒人といった方が経営・参加する企
業、社会貢献に寄与する企業があります。このように、地
域社会の公平性・多様性を高めること、そのサポートをす
ることも、私たちDMOの務めだと考えています。

で
し
た
。
そ
れ
で
は
戦
略
も
練
れ
な
い
か

ら
、
観
光
客
に
街
頭
調
査
を
し
た
ん
で
す
。

そ
ん
な
私
た
ち
調
査
員
の
姿
を
地
元
の
方

は「
こ
ん
な
何
も
な
い
街
、
観
光
す
る
価

値
も
な
い
だ
ろ
う
」
と
白
け
た
目
で
見
て

い
て
。
で
も
調
査
を
す
る
と
、
わ
ざ
わ
ざ

気
仙
沼
を
訪
れ
る
観
光
客
の
気
持
ち
、
気

仙
沼
の
魅
力
が
見
え
る
わ
け
で
す
。
そ
れ

で
ひ
ら
め
い
た
の
が
、
こ
の
調
査
を
地
元

の
高
校
生
に
や
っ
て
も
ら
う
こ
と
。
結
果

的
に
何
が
起
き
た
か
と
い
う
と
、
調
査
に

協
力
し
て
く
れ
た
学
生
の
な
か
か
ら
、「
高

校
を
卒
業
し
た
ら
Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
働
き
た
い
」

と
い
う
子
が
現
れ
た
ん
で
す
。
観
光
客
の

声
を
聞
い
て
地
元
の
価
値
を
知
り
、
地
元

の
た
め
に
働
き
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ

た
わ
け
で
す
。
エ
ド
モ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｍ
Ｏ
で

は
こ
う
い
う
地
域
社
会
・
住
民
の
巻
き
込

み
を
意
識
的
に
、
日
常
的
に
し
て
い
る
ん

で
す
よ
ね
。

　
そ
れ
は
地
域
づ
く
り
と
し
て
素
晴

ら
し
い
試
み
で
す
ね
。
気
仙
沼
の

事
例
も
エ
ド
モ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
取
り
組

み
も
、
あ
る
種
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
。
地

域
住
民
を
顧
客
に
見
立
て
て
満
足
度
や
関

係
性
を
高
め
る
、
イ
ン
タ
ー
ナ
ル
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
一
種
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

先
ほ
ど
の
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
日

本
で
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
と「
外

か
ら
呼
ぶ
」
こ
と
に
集
中
し
が
ち
な
の
は

改
善
の
余
地
が
あ
る
点
で
す
よ
ね
。
ま
た
、

「
私
た
ち
は
ち
ゃ
ん
と
地
域
社
会
の
声
を

聞
い
て
い
る
」
と
思
っ
て
い
て
も
、「
声
が

大
き
い
一
部
の
人
」
と
話
し
て
い
る
だ
け

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
実
際
は
サ
イ
レ
ン
ト

マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
人
数
の
ほ
う
が
多
い
の

だ
か
ら
、
そ
う
い
う
人
々
の
声
を
く
み
取

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
て
外
向
き
で

は
な
く
内
向
き
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
重

ね
る
こ
と
が
、
メ
リ
ッ
サ
さ
ん
が
Ｑ
２
で

お
話
し
さ
れ
た「
住
民
こ
そ
が
地
域
最
大

の
観
光
大
使
」
と
い
う
こ
と
に
も
つ
な
が

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

DMOやコンベンションビューローを統括する世界的な団体・Destinations International（DI）による図の日本語版は、
DI会員である（公社）日本観光振興協会の大須賀さんが制作。DMOの主要な業務は「ブランドマネジメント」「地域を導
くこと（Place Stewardship）、インフラ投資」「プロモーション、セールス」であり、それを適切に行うことが地域社会に
広範な影響をもたらすことを示した。地域社会の活性化サイクルを回すには、DMO担当者の役割が非常に重要となる

図1  地域社会の活性化サイクル（Community Vitality Wheel）
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Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
役
割
は
ケ
ア
テ
イ
カ
ー
、 

だ
か
ら
信
頼
を
得
る
必
要
が
あ
る

　
メ
リ
ッ
サ
さ
ん
の
お
話
で
印
象
的

だ
っ
た
こ
と
の
一
つ
が
、
先
住
民

族
の
文
化
を
観
光
資
源
と
し
て
い
る
点
。

日
本
と
は
事
情
が
異
な
る
面
も
あ
り
ま
す

が
、
先
住
民
族（
＝
日
本
な
ら
地
域
住
民
）

が
育
ん
で
き
た
伝
統
文
化
を
尊
重
し
、
そ

れ
を
残
し
て
次
世
代
に
伝
え
て
い
く
こ
と

を
観
光
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
い
ま
す
。
地

域
に
と
っ
て
何
を
残
し
、
何
を
磨
く
べ
き

か
を
、
地
域
社
会
と
の
密
な
協
力
を
通
じ

て
理
解
す
る
。
そ
し
て
魅
力
を
言
語
化
し
、

語
り
継
い
で
い
く
。
ま
た
、
そ
の
魅
力
は

「
誰
」
に
と
っ
て
の
も
の
か
、
住
民
な
の
か

働
き
手
な
の
か
、
主
語
が
変
わ
る
と
魅
力

＝
観
光
資
源
も
広
が
る
で
し
ょ
う
。
そ
う

い
う
目
利
き
が
で
き
る
存
在
と
し
て
、
エ

ド
モ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
地
域
社
会
か
ら
の

信
頼
を
得
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
住
民
調
査
を
は
じ
め
地
域
社
会
と

の
関
係
性
構
築
に
重
き
を
置
き
、

地
域
共
通
の
価
値
観
を
く
み
取
る
プ
ロ
セ

ス
を
踏
ん
で
い
る
か
ら
こ
そ
、
信
頼
さ
れ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
ね
。
そ
し
て
、
エ
ド

モ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
役
割
と
は「
ケ
ア
テ

イ
カ
ー（
世
話
役
）」
で
あ
る
、
と
メ
リ
ッ

サ
さ
ん
は
お
話
し
さ
れ
て
い
る（
Ｑ
７
）。

こ
れ
っ
て
つ
ま
り
、
前
号
の
記
事
で
お
伝

え
し
た「
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
」
に
結
び

付
く
姿
勢
で
す
よ
ね
。

　
「
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
と
は
地
域

共
通
の
価
値
観
に
基
づ
い
て
、
地

域
社
会
・
住
民
を
よ
り
よ
い
方
向
へ
導
く

こ
と
」、
そ
し
て「
地
域
社
会
の
活
性
化
サ

イ
ク
ル（
図
１
）
を
適
切
に
回
す
こ
と
が
Ｄ

Ｍ
Ｏ
の
役
割
」
だ
と
、
前
号
で
大
須
賀
さ

ん
に
お
示
し
い
た
だ
き
ま
し
た
よ
ね
。
メ

リ
ッ
サ
さ
ん
が「
私
た
ち
は
ケ
ア
テ
イ
カ

ー
で
あ
る
」
と
お
話
し
さ
れ
た
時
、
こ
の

考
え
方
が
す
で
に
し
っ
か
り
と
軸
に
な
っ

て
い
る
の
だ
な
と
感
服
し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
が
よ
う
や
く
知
っ
た
概
念

を
す
で
に
実
践
さ
れ
て
い
る
ん
で

Q4 DMOの業績評価指標は？
Answer
金銭的経済効果はもちろん、
公平性やクライアント満足度など
指標は5つです
　私たちは多角的な観点から以下5つの指標を導入して
います。①経済効果②温室効果ガス排出量③社会的調
達④公平性・多様性・包括性⑤クライアント満足度
　①は最も基本的な指標で、訪問者がエドモントンにも
たらす総経済効果の金額です。②は当初目標として
2025年までに30％削減、2050年までに50％削減を掲
げていましたが、2024年時点で41％削減を達成。これは
私たちDMOが有する2つの大規模施設に太陽光発電設
備を設置した効果です。③はQ3でふれたように、地元資
本の企業や多様性のある人 を々登用する企業を優先して
取引を行うこと。④は私たちDMOが従業員の多様性を
推進できているかを測る指標。⑤の「クライアント」とは
私たちが取引する事業者、施設利用者、業界パートナー
などを指しています。

Q5 地域社会・住民に対して行っている、
観光への理解促進に
向けた取り組みは？

Answer
私たちの活動について高い透明性を
保つため、活動内容を報告する機会を
数多く設けています
　エドモントンDMOの主要株主はエドモントン市ですか
ら、私たちは地域に対して高い透明性を保てるように活
動内容について報告する機会を数多く設けています。た
とえば、10カ年計画の5年目となる観光基本計画の進捗
状況を報告するため、今年9月にはコミュニティ・タウンホ
ールを開催します。観光業界関係者だけでなく、これま
で私たちの活動に関わってくださった地域住民にもご参
加いただきます。
　また、地域住民が安価に、地元で観光体験ができるイ
ベントもあります。エドモントンは人口が急増しており移
住者も多いため、まず地域住民に地元のよさを体験して
もらい、地元への愛着を育むことを目的にしたものです。

29 September  2025



持続可能な「DMO経営」学 ver. 2.0

す
も
の
ね
。
そ
し
て
忘
れ
て
は
い
け
な
い

の
は
、
信
頼
で
き
る
相
手
で
な
け
れ
ば
ケ

ア
さ
れ
た
く
な
い
っ
て
こ
と
。
病
気
に
な

っ
た
と
し
て
、
ま
っ
た
く
信
用
で
き
な
い

お
医
者
さ
ん
に
身
を
任
せ
た
く
な
い
で
し

ょ
う
？
そ
れ
と
同
じ
く
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
役
割

を
考
え
る
と
地
域
社
会
か
ら
信
頼
さ
れ
る

存
在
に
な
る
こ
と
が
重
要
。
だ
か
ら
こ
そ
、

エ
ド
モ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
日
頃
か
ら
情
熱

と
誠
意
を
も
っ
て
活
動
し
て
い
る
の
で
し

ょ
う
ね
。「
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
役
割
は
地
域
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
だ
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
が
必
要
だ
」
と
の
言
説
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
も
同
じ
。
信
頼
で
き
な
い
人
、

何
の
関
係
も
な
い
人
か
ら
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

な
ん
て
さ
れ
た
く
な
い
わ
け
で
す
か
ら
、

ま
ず
は
信
頼
さ
れ
、
頼
ら
れ
る
存
在
に
な

る
こ
と
が
大
事
で
す
よ
ね
。

存
在
価
値
を
自
問
す
る
と
と
も
に 

地
域
社
会
の
資
産
を
洗
い
出
す

　
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
こ
の
先
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
し
て
い
く
第
一
歩
と
し
て
提
案

し
た
い
の
は
、
ま
ず「
自
分
た
ち
Ｄ
Ｍ
Ｏ

は
誰
か
ら
頼
ら
れ
る
存
在
な
の
か
」
と
自

問
す
る
こ
と
。
こ
の
一
年
間
に
誰
か
ら
相

談
を
持
ち
込
ま
れ
た
か
を
振
り
返
り
、
地

域
社
会
に
お
け
る
自
分
た
ち
の
介
在
価
値

を
改
め
て
考
え
て
み
る
。
あ
る
い
は
誰
か

ら
頼
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
、
自
分
た
ち
に

と
っ
て
将
来
的
に
大
事
な
の
か
を
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

　
そ
う
す
る
と
、
地
域
社
会
か
ら
こ

そ
頼
ら
れ
、
必
要
と
さ
れ
る
存
在

に
な
る
べ
き
だ
と
再
認
識
で
き
ま
す
ね
。

そ
の
結
果
、「
地
域
社
会
」
っ
て
具
体
的
に

は
何
の
こ
と
な
の
か
、
何
が
あ
る
の
か
を

知
る
必
要
性
も
身
に
沁
み
る
と
思
う
ん
で

す
。
だ
か
ら
次
に
や
り
た
い
の
は
、「
地
域

を
知
る
こ
と
」。
地
域
に
あ
る
有
形
の
資

産
だ
け
で
な
く
、
人
材
、
伝
統
文
化
、
技

術
と
い
っ
た
無
形
の「
知
的
資
本
」
を
も
洗

い
出
し
て
整
理
し
て
い
く
。
そ
の
過
程
で

地
域
共
通
の
価
値
観
も
見
え
て
き
ま
す
し
、

誰
に
、
ど
の
組
織
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
べ
き

か
も
わ
か
っ
て
く
る
。
さ
ら
に
言
う
と
、

自
分
た
ち
Ｄ
Ｍ
Ｏ
も
地
域
の
知
的
資
本
の

一
つ
に
な
れ
て
い
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　
自
分
た
ち
の
介
在
価
値
を
整
理
す

る
っ
て
こ
と
で
す
ね
。
私
は「
Ｄ

Ｍ
Ｏ
が
な
く
な
っ
た
と
し
た
ら
、
そ
の
街

か
ら
何
が
な
く
な
る
の
か
を
考
え
て
み

る
」
と
よ
く
話
し
て
い
る
ん
で
す
が
、
こ

れ
も
同
じ
こ
と
で
す
ね
。
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
生
み

出
す
価
値
っ
て
い
う
の
は
、
観
光
消
費
額

や
宿
泊
者
数
と
い
っ
た
経
済
効
果
に
限
る

必
要
は
な
い
。
さ
っ
き
の
気
仙
沼
の
例
で

言
う
と「
高
校
生
に
地
域
の
魅
力
を
実
感

し
て
も
ら
っ
た
」
と
か
、
そ
う
い
う
の
で

も
い
い
ん
で
す
よ
ね
。
自
身
の
活
動
を
棚

Q6 観光基本計画の初期段階から地域社会・
住民を巻き込んだ結果、
どんなことが
起きましたか？

Answer
プロジェクトに積極的に参加したいという
意欲ある住民が現れました
　観光基本計画に紐づくプロジェクトとして、「先住民族
観光開発戦略」や「ナイトタイムエコノミー戦略」といった
実行計画を策定しました。これらプロジェクトの実行に
際しては、意欲ある地域社会・住民の方が参加しています。
　私たちは諮問委員会や運営委員会を立ち上げ、彼らを
サポートします。たとえば先住民族観光に関する諮問委
員会には先住民の方が参加し、実行計画に助言を行って
います。環境問題に特化したタスクフォースもあり、そこ
では市民ボランティアの方が活動しています。
　業界関係者と共通ビジョンをもち、合意形成を図った
ことは投資家や政府機関への提唱活動にも非常に役立
ち、観光産業の能力・リソース増強にもつながっています。 

Q7 DMOが果たすべき役割とは何でしょう？
Answer
私たちの役割はマーケティングではなく
「ケアテイカー」へと変化しています

　従来のDMOの役割は、人々が訪れたくなるような観光
地のマーケティングを行うことでした。しかし今、その役
割は変化しています。私たちは観光地の「ケアテイカー

（世話役、管理役）」であるべきなのです。
　経済効果をもたらす観光開発を行うことももちろん大
事ですが、それは同時に、人々や環境にとってもよい影響
を与えるものでなくてはなりません。これは、今現在だけ
でなく今後何年も何十年先も、人々から「訪れたい」と思
われるような場所であり続けるために必要な考え方です。
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卸
し
す
る
こ
の
作
業
を
通
じ
て
、
自
信
が

も
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
自
分
た
ち
が
意
外
な
こ
と
で
地
域

社
会
の
役
に
立
て
て
い
る
こ
と
も

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
ね
。
そ
の
た
め

に
も
、
地
域
社
会
に
入
り
込
ん
で
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
大
事
。

た
と
え
ば
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
事
業
で
ふ
る
さ
と
納

税
を
扱
っ
て
い
る
な
ら
、
出
品
事
業
者
さ

ん
の
お
話
を
こ
ま
め
に
聞
き
に
行
く
。
こ

れ
っ
て
資
金
も
必
要
じ
ゃ
な
い
し
、
明
日

か
ら
で
も
始
め
ら
れ
る
こ
と
で
す
か
ら
ね
。

そ
う
し
て
地
域
社
会
に
入
り
込
む
こ
と
は

つ
ま
り
、
地
域
社
会
を
巻
き
込
む
第
一
歩

で
も
あ
る
の
で
、
と
て
も
重
要
で
す
。

　
も
し
も「
誰
に
も
頼
ら
れ
て
い
な
い

な
」
と
な
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ

は
ア
ナ
ウ
ン
ス
不
足
の
た
め
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
素
晴
ら
し
い
成
果
を
出
し
て
い
る

Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
も
案
外
、
地
元
の
人
に
は
そ
の

功
績
が
知
ら
れ
て
い
な
い
、
な
ぜ
な
ら
伝

え
て
い
な
い
か
ら
っ
て
こ
と
が
あ
る
ん
で

す
よ
。
日
本
人
の
謙
虚
さ
、
ア
ピ
ー
ル
下

手
な
性
格
ゆ
え
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
も

っ
た
い
な
い
こ
と
で
す
よ
ね
。

　
海
外
で
は「
透
明
性
」「
説
明
責
任
」

を
重
視
す
る
姿
勢
が
根
付
い
て
い

て
、
説
明
対
象
者
と
す
る「
関
係
者
」
の
範

囲
が
広
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
エ
ド
モ
ン
ト

ン
Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
も
地
域
住
民
に
対
し
て
事
業

報
告
会
を
当
然
の
よ
う
に
行
っ
て
い
ま
す

（
Ｑ
５
）。
地
域
社
会
か
ら
の
理
解
、
信
頼

を
得
る
た
め
に
も
、
説
明
・
報
告
す
る
姿

勢
も
見
習
い
た
い
で
す
ね
。
年
に
一
度
の

報
告
会
で
も
い
い
で
す
し
、
も
っ
と
気
軽

な
形
も
あ
る
と
思
う
。
私
が
秋
田
の
Ｄ
Ｍ

Ｏ
に
い
た
時
は
ロ
ー
カ
ル
新
聞
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
に
些
細
な
こ
と
で
も
逐
一
、

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
を
出
し
て
取
り
上
げ
て

も
ら
っ
た
り
運
営
し
て
い
る
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト

の
地
元
商
品
紹
介
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
も

ら
っ
た
り
と
、
積
極
的
に
情
報
を
発
信
し

て
い
ま
し
た
。
地
元
メ
デ
ィ
ア
は
地
域
住

民
に
リ
ー
チ
し
や
す
い
の
で
、
皆
さ
ん
も

活
用
す
る
と
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

Q8 エドモントンDMOが定義する
「スチュワードシップ
（Stewardship）」とは？

Answer
地域社会に多くの好影響を
生み出せるよう、計画段階から考慮して
観光開発を行うこと
　たとえば美術館を建設するとしましょう。その際、クリ
ーンエネルギーで運営するなど環境に配慮した計画を立
てること。そして、授乳室を設けたり、障がいがある人でも
適切な方法で鑑賞できるようにしたりと、誰もが訪れやす
い環境を整えること。若者や低所得者層は入場料を無
料にする。施設内の飲食店は地元企業に委託して、経済
的恩恵を地域社会に還元すること。スチュワードシップ
とは、このように地域社会により多くのポジティブな影響
を生み出し、ネガティブな影響は最小限となるように、計
画段階から考慮して観光開発を行うことです。
　ここでいう地域社会とは住民のみならず、中小企業、芸
術・文化界、NPO、社会団体などあらゆるものを構成要素
に含みます。

Q9 現状の課題や今後に取り組みたいと
考えていることは？

Answer
シビックプライドの向上や、
インクルーシブな観光の実現です
　エドモントンは多くの観光客から「素晴らしい体験がで
きた」と評価され、住民の約9割は「観光経済は地域にと
って価値がある」と考えているとの調査結果があります。
一方で、「エドモントンへの来訪をすすめる、と自信をもっ
ては言えない」と考える住民も少なくありません。そこで
今年は、市民としての誇り（シビックプライド）を高める施
策を計画しています。
　また、エドモントンには先住民族に根差した魅力的な
文化がありながら、歴史的に彼ら先住民族は観光産業か
ら排除されてきました。ですから現在はこうした関係性
の改善に努めています。そして私たちは、観光客や住民な
ど「誰もが歓迎される」、インクルーシブな観光産業を体
現することに注力しています。

□「自分たちDMOは
　誰から頼られているか」と自問する

□地域社会の知的資本をマッピングし、
　地域を知る

□地域社会に対する報告・説明を
　おろそかにしない

今日からできる第一歩！
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価値と感動を生み出す人に
インタビュー

魂
を
込
め
た
仕
事
に
は
、

必
ず
振
り
向
い
て
く
れ
る
人
が
い
る
。

諦
め
る
こ
と
な
く
追
っ
て
き
た
夢
を

認
め
て
も
ら
え
た
気
持
ち
で
い
ま
す
。

強烈なインパクトとともに登場し、今や大人気の大阪・関西万博公式キャラクター「ミャクミャク」。
キャラクターデザインの「生みの親」が語る、愛されるキャラクター、創作への思いとは。

写真=佐藤兼永

70
年
の
万
博
と
絵
を
描
く
こ
と
へ
の
憧
れ
を

「
ミ
ャ
ク
ミ
ャ
ク
」へ
と
繋
げ
た
創
作
者

71

個
性
的
な
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を

活
か
し
つ
つ
、
和
ら
げ
る

　

デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
長
年
活
動
し
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
い
く
つ
も
手
掛
け
て

き
た
が
、
公
募
へ
の
応
募
は
初
め
て
だ
。

「
70
年
の
万
博
後
の
関
西
で
子
ど
も
時

代
を
過
ご
し
た
の
で
、
太
陽
の
塔
も
好

き
だ
し
、
骨
董
市
な
ど
で
見
か
け
る
万

博
グ
ッ
ズ
の
デ
ザ
イ
ン
も
好
き
で
集
め

て
い
た
り
し
て
、
万
博
に
は
憧
れ
の
気

持
ち
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
２
０
２

０
年
に
今
回
の
大
阪
・
関
西
万
博
の
ロ

ゴ
マ
ー
ク
が
決
ま
っ
た
と
き『
こ
の
デ

ザ
イ
ン
が
選
ば
れ
る
っ
て
す
ご
い
』
と

思
っ
た
こ
と
が
、
絶
対
に
応
募
す
る
と

い
う
決
意
に
繋
が
り
ま
し
た
」

　

ア
イ
デ
ア
を
磨
き
上
げ
る
に
は「
ま

ず
た
く
さ
ん
描
く
」、
そ
し
て「
後
か
ら

自
分
で
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
す
る
」
の
が

山
下
氏
の
ス
タ
イ
ル
。
公
募
が
発
表
さ

れ
て
か
ら
の
１
カ
月
間
は
、
他
の
仕
事

の
合
間
を
縫
っ
て
無
心
に
ス
ケ
ッ
チ
を

繰
り
返
し
た
。
決
め
て
い
た
の
は
、
自

ら
も
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
受
け
た
ロ
ゴ

マ
ー
ク
を
活
か
す
こ
と
。
一
方
で
そ
の

強
さ
を
和
ら
げ
、
抱
き
し
め
た
く
な
る

よ
う
な
可
愛
さ
を
加
え
る
こ
と
が
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
役
割
だ
と
も
考
え
た
。
ぽ

っ
こ
り
と
し
た
お
な
か
や
お
し
り
、
く

デ
ザ
イ
ナ
ー
／
絵
本
作
家

山
下
浩
平

Kohei Yam
ashita

手元のモックアップは着ぐるみなど立体物の設計前に山下氏自身が紙粘土で制作した
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る
く
る
動
い
て
見
え
る
瞳
、
ロ
ゴ
マ
ー

ク
を
両
手
で
掲
げ
て「
み
て
み
て
！
」

と
言
っ
て
る
か
の
よ
う
な
ポ
ー
ズ
…
…

生
き
生
き
と
し
た
愛
ら
し
さ
は
、
絵
本

作
家
で
も
あ
る
山
下
氏
の
、
作
中
の
子

ど
も
た
ち
の
姿
に
も
通
じ
る
。
さ
ら
に

は
万
博
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
の
多
様

性
を
表
現
す
る「
姿
を
変
え
ら
れ
る
」

と
い
う
設
定
、
着
ぐ
る
み
と
し
て
の
造

形
の
し
や
す
さ
、
動
く
と
跳
ね
て
目
を

引
く
し
っ
ぽ
な
ど
、
デ
ィ
テ
ー
ル
の
作

り
込
み
に
は
デ
ザ
イ
ン
の
プ
ロ
と
し
て

の
知
識
や
経
験
も
詰
め
込
ん
だ
。

　

そ
ん
な「
プ
ロ
の
目
線
」
の
一
方
で

「
元
と
な
っ
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク
も
名
称
も

別
々
の
公
募
で
生
ま
れ
た
ミ
ャ
ク
ミ
ャ

ク
は
、
み
ん
な
で
作
っ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
よ
か
っ
た
」

と
も
思
っ
て
い
る
。「
独
特
な
ロ
ゴ
マ

ー
ク
も
、『
ミ
ャ
ク
ミ
ャ
ク
』
と
い
う
名

前
も
、
自
分
で
は
決
し
て
思
い
つ
か
な

か
っ
た
も
の
で
素
晴
ら
し
い
。
約
２
年

と
い
う
時
間
を
か
け
て
少
し
ず
つ
出
来

上
が
っ
て
い
っ
た
こ
と
も
、
開
催
地
・

大
阪
の
人
が『
自
分
た
ち
の
も
の
』
と

い
う
愛
着
を
育
て
る
こ
と
に
繋
が
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

自
分
の
作
品
を
、
思
い
思
い
に 

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
の
が
嬉
し
い

　

さ
ま
ざ
ま
な
反
響
を
呼
ん
だ
ミ
ャ
ク

ミ
ャ
ク
だ
が
、
今
や
大
人
気
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
と
し
て
注
目
度
は
急
上
昇
。
飛
行

機
の
機
体
に
描
か
れ
た
り
、
切
手
に
な

っ
た
り
と
い
う
状
況
に
、「
自
分
の
絵
が

こ
こ
ま
で
広
が
る
経
験
は
初
め
て
で
不

思
議
な
感
覚
。
万
博
だ
か
ら
こ
そ
実
現

で
き
た
こ
と
で
す
ね
」
と
そ
の
意
味
を

噛
み
し
め
る
。

　

最
も
嬉
し
か
っ
た
の
は
、
開
幕
直
前

の
テ
ス
ト
ラ
ン
の
日
、
訪
れ
た
来
客
の

中
に
、
フ
ェ
ル
ト
で
手
作
り
し
た
ら
し

い
ミ
ャ
ク
ミ
ャ
ク
の
ワ
ッ
ペ
ン
を
つ
け

た
高
齢
女
性
の
姿
を
見
つ
け
た
こ
と
だ
。

 

「
今
の
よ
う
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
時
代
に
は
、

み
ん
な
が
好
き
な
ミ
ャ
ク
ミ
ャ
ク
を
発

信
し
た
ら
い
い
と
も
思
う
ん
で
す
。

『
変
化
す
る
』
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
も
、

そ
こ
を
意
識
し
た
も
の
で
し
た
。
だ
か

ら
、
手
づ
く
り
の
ミ
ャ
ク
ミ
ャ
ク
は
嬉

し
か
っ
た
で
す
ね
。
よ
く
見
る
と
目
の

数
が
合
っ
て
な
か
っ
た
り
す
る
ん
で
す

け
ど（
笑
）、
そ
れ
も
最
高
で
し
た
」

　

コ
ロ
ナ
禍
で
は
若
者
が
貴
重
な
時
間

を
奪
わ
れ
た
と
い
う
け
れ
ど
、
そ
れ
は

高
齢
者
も
同
じ
こ
と
。「
い
わ
ゆ
る『
推

し
活
』
で
は
な
い
け
れ
ど
、
そ
う
い
う

人
た
ち
が
、
思
い
思
い
に『
好
き
』を
楽

し
ん
で
い
る
姿
は
と
て
も
い
い
」
と
山

下
氏
は
や
さ
し
い
眼
差
し
で
語
る
。
そ

の「
好
き
」
が
自
分
の
生
み
出
し
た
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
だ
。

諦
め
ず
に
続
け
て
き
た
こ
と
で 

素
晴
ら
し
い
経
験
が
で
き
た

　

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
考
え
る
と
き
、「
流

行
ら
せ
よ
う
」と
い
う
考
え
は
な
い
。純

粋
に
、
自
分
が
面
白
い
、
可
愛
い
と
思

う
こ
と
を
大
切
に
表
現
す
る
。
そ
れ
で

も「
魂
を
込
め
た
仕
事
に
は
、
必
ず
振

り
向
い
て
く
れ
る
人
が
い
る
」
と
い
う

こ
と
を
、
長
く
デ
ザ
イ
ン
の
仕
事
を
続

け
る
中
で
実
感
し
、
信
じ
て
い
る
。

 

「
子
ど
も
の
頃
、
転
校
が
多
く
て
な
か

な
か
友
達
が
で
き
な
い
中
、
絵
だ
け
が

自
分
の
友
達
だ
っ
た
。
だ
か
ら
、
絵
を

描
く
こ
と
で
生
き
て
い
こ
う
と
決
め
て

い
る
」と
い
う
山
下
氏
。そ
の
思
い
の
ま

ま
歩
み
続
け
、
40
代
に
な
っ
て
か
ら
長

年
作
り
た
か
っ
た
絵
本
に
も
挑
戦
し
た
。

　

夢
を
追
い
続
け
る
の
は
難
し
い
。

「
ど
う
す
れ
は
折
れ
ず
に
続
け
ら
れ
ま

す
か
？
」
と
聞
く
と
山
下
氏
は
、「
い
っ

ぱ
い
折
れ
て
ま
す
よ
！
」
と
笑
っ
た
。

 

「
そ
れ
で
も
諦
め
ず
や
る
べ
き
こ
と
を

続
け
て
い
る
と
、
こ
ん
な
面
白
い
経
験

も
さ
せ
て
も
ら
え
る
。
端
っ
こ
で
や
っ

て
い
た
自
分
の
夢
を
認
め
て
も
ら
え
た

気
持
ち
で
す
ね
」

1971年熊本県生まれ兵庫県育ち。グラフィックやプ
ロダクツ、キャラクターなどのデザイン制作、絵本や
紙芝居などの創作を手掛ける。代表作に「ファーブ
ル先生の昆虫教室」シリーズほか。絵と工作のワー
クショップ活動も行っている

山下氏の最新刊、「きょうりゅうゆうえん
ちダイノ・ロボでサファリたんけん」（ポプ
ラ社／1,870円［税込］）は、恐竜が大好
きな少年が「きゅうりゅうゆうえんち」へ
の招待状を受け取るところから始まる物
語。絵本には実際に招待状が付属してい
て、読む子どもたちの夢を広げる仕掛けと
なっている。昆虫など生き物が大好きで、
野山での採集や観察にもよく出かけると
いう山下氏ならではの、生き物への愛に
あふれた作品だ。

リアルな恐竜の魅力が息づく
山下氏の最新刊絵本

絵本の制作には年単位の時間をかけ、まさに
「魂を込めて」取り組む。絵本のために描か
れた大量のスケッチの中に、ミャクミャクの
原型ともいえる姿があった
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福岡の八女、熊本の和水などの山から「切子さん」が切
り出した天然の孟宗竹を仕入れた後、乾燥・加工・塗
装・検品・出荷まで、すべて自社で完結

軽
く
し
な
や
か
で
つ
ま
み
や
す
い
！
食
べ
る
姿
も
美
し
く
…

日
本
の
ご
は
ん
の
風
景
に
、
純
国
産
天
然
竹
の
お
箸
を
添
え
て

日
々
の
食
卓
に
寄
り
添
う

〝
お
か
え
り
〟の
竹
箸

熊
本
県  

玉
名
郡
南
関
町

お問合せ

株式会社ヤマチク 
ファクトリーショップ「拝啓」
熊本県玉名郡南関町久重１４
☎0968-82-8818
https://hashi.co.jp/

南関町

60年以上も使われ続ける機械
と人の手作業で、年間500万膳
の竹箸が作られている

（写真提供：ヤマチク）（写真提供：ヤマチク）

『竹取物語』をモチーフにした「okaeri」の
パッケージは、パッケージデザインに特化し
たPentawards、ニューヨークADCなどで、
数々のデザイン賞を受賞している

オンラインショップ、ファクトリーショップ
「拝啓」ではレーザー彫刻での名入れ注文も
可能（加工日数：要問合せ）

　
熊
本
と
福
岡
の
県
境
の
山
々
か
ら
切

り
出
し
た
竹
だ
け
を
使
い
、
最
初
か
ら

最
後
ま
で
自
社
工
場
で
竹
箸
だ
け
を
作

る
、
何
と
も
竹〝
だ
け
〟し
い
会
社
で

あ
る
。
さ
ぞ
無
骨
で
職
人
気
質
だ
ろ
う

と
訪
ね
た
が
、
意
外
な
こ
と
に
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ「
拝
啓
」は
お
洒
落

な
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
佇
ま
い
だ
っ

た
。
ヤ
マ
チ
ク
が
手
掛
け
る
3
0
0
種

を
超
え
る
竹
箸
が
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
さ
れ

た
一
角
に
は
カ
フ
ェ
が
あ
り
、
地
元
名

産
品
を
使
っ
た
甘
味
と
一
緒
に
大
き
な

箸
立
て
が
運
ば
れ
、「
お
好
き
な
箸
で

使
い
心
地
を
体
感
し
て
く
だ
さ
い
」と
。

ヤ
マ
チ
ク
の
竹
箸
は
県
内
は
も
と
よ
り

全
国
の
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
も

購
入
で
き
る
が
、「
拝
啓
」を
訪
れ
る
最

大
の
メ
リ
ッ
ト
は
こ
れ
。
丸
・
四
角
・

三
角
、
細
・
太
、
長
・
短
、
触
り
心
地
・

つ
か
み
心
地
。
一
つ
一
つ
に
個
性
が
あ

る
中
か
ら
見
つ
け
た
お
気
に
入
り
の
一

膳
は
自
分
に
、
親
し
い
人
へ
の
お
土
産

に
は
、「
た
だ
い
ま
」「
い
た
だ
き
ま
す
」

と
と
も
に
日
本
人
の
言
葉
の
原
点
で
あ

る「
お
か
え
り
」の
名
が
つ
け
ら
れ
た

「
o
k
a
e
r
i
」を
選
び
た
い
。

●18
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今号では、国内観光宿泊動向を把
握する「じゃらん観光国内宿泊旅
行調査2025」を報告させていただ
きます。インバウンドは好調が続い
ていますが、国内の観光宿泊旅行
はどうなのか!? 皆様もとても気にな
っていると思います。今回、残念な
がら、年に一回以上旅行した人の
割合は、昨年の49.5%から微減の
49.3%となりました。インバウンドの
好調の裏で、国内旅行が低調にな
っている背景を探っています。この
調査結果を参考にしていただき、
未来に向けて、今から何をしていく
べきか、今一度立ち止まって、考え
ていただければ幸いです。

編集人　沢登次彦
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未来に繋がる「ありたい姿」「目指すべき姿」を地域の皆様と共に作り上げること、
それが私たちの使命です。

変わる地域の、力になります。

お問い合わせは左記メールアドレスまでお願いいたします。

私たちが目指すもの。

みつける
今ある魅力の再発見

JRCのメソッド 1

そだてる
新しい魅力の形成

2JRCのメソッド

つたえる
伝達力の強化

3JRCのメソッド

じゃらんリサーチセンター

私たちの活動領域

観光に関する研究

情報発信

観光・地域振興支援
シンクタンクからアクトタンクへ。
地域と共に実証実験を多数実施しています。

研究で得た知見を広く発信していきます。

観光に関する様々な事業を
お任せいただいております。

○調査・分析
じゃらん宿泊旅行調査、インバウンド調査、ご当地調
査など

○実証実験
調査・分析から導いた解決策を実際の地域で実証実
験し、具体的な手法や需要の開発にチャレンジしてい
ます

○『とーりまかし』  ○観光振興セミナー、調査報告会など
○WEBサイト、Facebook、メールマガジンなど
観光業界、そして地域経済のさらなる発展のために、JRC（じゃ
らんリサーチセンター）が得た知見や提案を余すことなく広く世
の中に発信していきます

○調査・分析　   ○ＰＲ・誘客・周遊促進
○計画策定など　○ワークショップ・研修
資源を再発見or新たにみつける→そだてる→情報発
信→誘客→振り返り→次へ、というサイクルを回しな
がら、地域の方 と々共に地域の新しい価値創造を行っ
ていきます

心
を
動
か
す
、
日
本
を
元
気
に
す
る

観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
応
援
情
報
誌

vol.

心を動か
す、

日本を元
気にする

観光・レジ
ャーの

プロデュー
サー

応援情報
誌2024年

12月号

78

vol.

78

連載

価値と感動を生み出す人にインタビュー

マエスト
ロの肖像

映画作家

河瀨直美

Nostalgic but Innovative

ちょっと
気になる

おみやげ
手帖

神奈川県

名所まん
じゅう

生成AIの
進化は

観光をど
う変えて

いく!?

観光×A
I

未知なる
魅力を知

る存在は

高ロイヤ
リティ従

業員では
ないか？

「ファン従
業員」から

引き出す
新・宿泊需

要の可能
性

ご
当
地
調
査
２
０
２
４

全
都
道
府
県
民
の

「
愛
」
に
迫
る
！

ご
当
地
愛
は
観
光
を
救
う
の
か
？

表紙 1

責了
 B

C
M

Y
DIC159s 1375C

とーりま
かし78.in

dd   全ペ
ージ

とーりま
かし78.in

dd   全ペ
ージ

観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
応
援
情
報
誌

vol.
心を動かす、
日本を元気にする
観光・レジャーの
プロデューサー
応援情報誌

2025年3月号

79

連載

価値と感動を生み出す人にインタビュー
マエストロの肖像
料理家／管理栄養士

長谷川あかり
Nostalgic but Innovative
ちょっと気になるおみやげ手帖
秋田県

曲げわっぱ

「シニアの活躍による新しい旅の
価値創造」研究より
人材難時代の救世主⁉

シニア世代の
潜在能力
山間の小さな温泉地から、
定番人気温泉地まで
発表！じゃらん人気温泉地
ランキング2025

選ばれた温泉地

 「観光地のオーバーツーリズムおよび 
 分散・平準化対策に関する現状調査」より

 やるべきことは見えてきた

みんなで挑む！
オーバーツーリズム
 問題

心
を
動
か
す
、
日
本
を
元
気
に
す
る

観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
応
援
情
報
誌

2
0
2
5
年
6
月
号

vol. 心を動かす、日本を元気にする観光・レジャーのプロデューサー応援情報誌

2025年6月号

80

vol.
80

連載
価値と感動を生み出す人にインタビュー

マエストロの肖像BACH代表　ブックディレクター
幅 允孝

Nostalgic but Innovative
ちょっと気になるおみやげ手帖
広島県
はっさくシャーベット

「生成AI活用による持続可能なインバウンド観光研究」より市場分析工数が1/15に!?生成AIで回す！観光戦略の「新・循環」
AIネイティブ、タイパ、“好き”の模索
10年後の旅人α世代の感性を探る

地
域
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を

共
創
す
る

地
球
コ
ク
リ
！

ヒ
ト
・
カ
ネ
・
シ
ゼ
ン
の
循
環
を
促
す

「
地
域
共
助
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」形
成（
島
根
県
海
士
町
）

＼持続可能な「DMO経営」学 ver.2.0／
世界の先進事例に迫る！ 
DMO最前線第1回

「海外の動向から学ぼう！
DMOの世界」

新連載

リクルート
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とーりまかし80.indd   全ページ

とーりまかし80.indd   全ページ
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に
す
る

観
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・
レ
ジ
ャ
ー
の
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ー
応
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誌

2
0
2
5
年
9
月
号

vol.
心を動かす、
日本を元気にする
観光・レジャーの
プロデューサー
応援情報誌

2025年9月号

81

vol.
81

連載
価値と感動を生み出す人にインタビュー
マエストロの肖像
グラフィックデザイナー、絵本作家

山下浩平
Nostalgic but Innovative
ちょっと気になるおみやげ手帖
熊本県

お箸

サステナブルがブランドになる⁉

生産者と変える
食と観光の未来

＼持続可能な「DMO経営」学 ver.2.0／
世界の先進事例に迫る！ 
DMO最前線
第2回

「地域社会の巻き込み」
から始めよう
カナダ エドモントンDMO

物価高は？訪日客増はどう影響？

じゃらん
観光国内宿泊旅行
調査2025


